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温泉湧出量の相互影響調査報告  

11■l下 車 三 郎  

1・緒  言   

大分県に於ては別解、湯布院等温泉の密集地帯がある。これ等温泉地帯に於て新混鬼を  

湧出させると近隣温泉の湧出量が減少することは容易く予想され、この影響による個人的  

な利苫関係から屡々粉骨を起してゐる。又この影響の度合ほ温泉の掟護利用の立場から重  

（11  

要な問題であり温泉行政上符に重視してゐるJこれが馬昭和24牢以来別称湯布院、湯平、  

天ヶ瀬の各温泉に就て揚水試験其の他の調査を行い部分的には其の影響状態を知る事が出  

来たが温泉の地下伏流の状態ほ複雑て温泉分布も一様でなく小地域内に採湯層の異なる温  

泉が入り交り、又温泉孔の加工状態が調査に都合よく作られてゐる場合は穣で条件のよい  

場合でも温泉が聞入所有の為種々な制限を受け不完全な試験しか出来ない場合もあって広  

い地域内で少数行った調香結果から全体を推断する事は困難である。この馬昭和25年以降  

調査地域以外で問題の起った都度調査を行ってきたその結果を取纏めてここに報告する。  

2．葦駁方法  

（3）   

実験方法ほ既に別府其の他の温泉で行った方法（A）既設温泉を過剰接水する。（B）既設  

温泉の湧出を抑制する。二法を用い近罪温泉の泉温湧出量、又はフk他の変化を測定した。  

過剰接水の場合接水量が多く長時間揚水する程都合がよいがポンプの能力（使用ポンプほ  

1／2HP）や、温泉坪の埋設管が老朽差しているものや、竹菅の場合ほ温泉水圧に異常の変化  

を生ずると破損の畏れがあるので過剰湯水昌が少なく馬に不満足な結果しか得られなかつ  

た場合もある。測定節押ほ現在までの調査結果を参考にして決定し又特別に調査対照を完  

めて行った場合もある。揚水又は抑制時間は2～4時間行った。別府の海岸近くの温泉は潮  

汐の影響が顕著な為揚水影響が不明瞭になる恐れがあるのでほ水前10～12時間観測を行い  

これより揚水又ほ抑制試験中の潮汐影響を推定して沖け夕影響を除去した。長期間に亘る影  

・・   圭  

試験井の番号  
又ほ所有者  

試験井の番号  
又ほ所有者  

実施期日 一読験法卓J  実施期日 √試験法  

昭和26年  

6月20日   

〟 10月 3日  

〃召和28年  

4月15日  

昭和30年  
3月27日～28日  

昭和30白三  

5月10日～11日   

〝  6月 3日  

〝  
12月21日～22日  

昭和31年  
1月11日～12日  

別 府No．619   

〝 No．452の1   

湯布院N仇175   

湯の平No． 5  

亀川三ケ尻仁平  

別J仔No． 536  

〝 No．443の1   

亀川大塚公明  

抑 制  

／′   

指 水   

抑 制  

拐 水  

〝   

抑 制   

揚 水  

…1…   



響の有無も調査する必要がある。将来機会を得て行いたい。現在までに調査を行った地域  

期日及実験方法ほ第一表の如くてある。  

実測資料は莱尉こ纏めて記戟した。  

3．葦駐結果  

（i）別府市上田の湧No．619温泉は7kが低く埋設管ほ老朽竹皆の為過剰場水が出来ない  

から湧出を抑制した。附近温泉も水付低くポンプ毅水を行ってゐるので揚水を停止し水佗  

第一図（B）⑳㊥五大  
十円  

測試米の  

走験 半  
井井 径  

三  

を測定した。  

第一図Aの如く  

抑制．湧出量ほ  

36L／Mその影  

響は最も近接の  

No．618の温泉   

水位が2cm上昇   

し他は認められ   

ない。この附近   

は温泉が少なく   

詳細な影響調査  

第一図（A）別府No．619温泉湧出抑制による  
周辺温泉の水位変化  
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ほ国雄であるが  

上記影響状態から見て地下伏流には余裕があると思われる。  

（ii）別府市的ケ濱No・452の1温泉は湧出量が多いから抑制の方法を用いた。この温泉  

ほ海岸近くで潮汐影響が顕著であるから抑制による影響と重なる辛が予想されるので抑制  

前10時間観測を行い潤佗と流出量の関係を  
（3】  

求めた結果既に別府温泉に就て研究せられ  

た結果と同性に潮位と湧出量の問にほ第二   

図の如く一次関係が成立し位相差は認めら  

れない即ち潮汐影響による湧出量の変化ほ  

次式で示される。  

q＝aH＋q。‥……・ （1）   

欝2層雲軸伎と謬拐貴  

60  

湧  

出50  

登   

40  

0   1   

潮 位   

・＝2‥，  



寛三国（も）  ここにqほ  

LJ」」J L」＿」」湧出量、a  

環三園（ん）別府胡oA52の1温泉洩出抑制に  
ょるNo．451の1の湧出量変化  
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注潮汐係数  

Hほ潮位、   

q。はHが零   

なる時の基   

準湧出量で   

調査が短期   

間で其の間  

舌一寸→ 栗丘n日払  
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大なる気圧変化又ほ多量の降雨がなければほ  

ぼ一定と見撤し得そ。本調査中は降雨なく気  

圧変化も小さいから一定と見撤してa・q。を：  

求めると次の如く成る。   

No．452乙〉1q＝0．079H十40・53   

No．451の1q＝0．034H＋33・45  

q；（L／M）  

H；（cm）  

この関係を用ひて漸佗より抑制中の湧出量を求めるとこの湧出量は抑制しなかったと仮想  

した時の量でこの畳と実測湧出量と比戟すると第三国の如く抑制湧出量は36～50リMで  

ぁるが約30m離れた‘No．451の1に其の影響は殆んど認められない。この地域ほ温泉ロが少  

なく湧出量の豊富な地域で地下伏流には桐当余裕が 第四囲（A）湯布院刊0・175温泉                                                                                                         Ifヨ し、．、＿ t．・－■＋FF ヽ‾rTJIFコ ピ丁   
揚水による周辺温泉  
の湧出量変化  

あると思まっれる。  

（iii）渉布院田中市No．175附近ほ自然湧出泉、穿  

！953・包！5 伊．6、Ⅰ7・．6・   

堀温泉あり湯布院温  
●  

泉円で一つの温泉群  

（4） （田中市地区）をな  

してゐる。この試験   

井ほ白然湧出泉で  

1，5m佗の浅井戸で  

ある。揚水試験の結  

果は第四囲の如く痍  

韓四図（n）  

出水佗の低い下流と  

見倣される自然湧出泉No・174に顕著な影響を示し  

上流の白然湧出泉軋185も減少を示してゐるが、  

… 3 ‥▼  



No，174程顕著でほない。No．176ほ穿堀温泉であるが影響が認められ洩部温泉水と深部  

温泉水の問に連絡があると思う。  

No．187、No．169は自然湧出泉、No．183No．170ほ穿堀泉であるが影響ほ認められない。各  

温泉の癌出量は漸次増加してゐるがこれは測定日の朝から降り続いた雨の影響と思う。過  

剰揚水量は80～40L／M佃二でこれに比して液少量は4分の1以下で温泉伏流に余裕があると  

思う。  

（iv）．別府蒋北町No．536附近ほ泉温高く湧出量豊富で潮汐の影響も少ない地域である  

第5図の如く湧水量は温泉水中にガスが多い為か 第五図（Å）別府No■536揚水による  
周辺温泉の湧出変化  

少なく過剰揚水量は15LノM程度で附近温泉湧出 ．955  

量多く、馬に  第五国（B）  

影響が明瞭で   

ないが、最も   

近∃要した  

No・535鱗  

、′⊥・こ⊥エル  

知適程度で  

ある。   
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（Ⅴ）No．443の1温泉は海門寺温泉脈上にある  

温泉で泉温高く湧出量も多い為湧出抑制の方法を  

用いた。影響の少ない暑が予想されるので測定精  

度を上げる様努力し又潮汐影響を除去する希試験   

の前日に10時間観測を行った結果（ii）と同様潮位と湧出量の間にほ一次関係が成立する。  
●  

観測値から前述の（1）式のa，q。を：求めると次表の如く位相差ほ認められない。No．443の2ほ  

第  二  表  潮汐影響が他に比して非常に小さ  

い。No．444は不視則な変化があ  

り、明瞭でない。以上の結果から  

平常の状態に於ける湧出量を求め  

抑制中の実測湧出量と比戟すると  

第六図の如く抑制中は丁度満潮時砿当ってゐるが潮汐による増加量以上に増量し明らかに  

影響が表ほれてゐる。各温泉に就いて増加量の湧出量に対する比率を取るとNo．443は  

13・3％、中原5・8％、No・422、2．6プ∠、No．443の2、3．6％と成り影響の張さは距離に関係  
（5）  

し既に別府で行った他地域の如き方向性ほ見出されなかった。抑制再出量ほ60LノMでこ  

＝・4…   



第六図（A）別府No．443の1温泉抑制による  
周辺温泉の湧出量変化  

れに対も増加し   

た総量ほ約5分   

の1程度で地下  

伏流にほ余裕が   

ある。   

（vi）亀川≡   

ケ尻氏温泉附近   

は亀川温泉では  

柑－ 】9ヽ 2♂  lう、 1ぐ－ 1ち－ 16ヽ けh  

dも ノか拭ぃ  

嘲 罵 由 ロ  
ーーや・一 巳▲  

温泉水仲：が低く  

湧出量も少なく又潮汐の影響が顕著で干潮  

時にほ流出の停止する温泉もある。そこで  

先す潮汐影響を調べた結果潮位と湧出量と  

の聞には菖別府市内温泉と同様一次関係が  

成立するが位相の遅れがある寄ほ異なる点  

である。観測値から（1）式のa，q。及位相の  

遅れを求めると第三表の如くなる。三ケ尻  

氏温泉は新堀温泉であるが埋設管が竹管で  

あるから多量の揚水を行〈は管を破損する  

第  三  表  

の減少総量は過剰揚水量より少なく地下伏流には億余裕ある如く思われるが測定精度を上  

げ過剰揚フjく量を増大して測定しなければ正確は期し得ない。  

（vii）亀川の上記三ケ尻氏温泉の附近で新堀さくがあったので再びこの温泉を用いて  

揚水試験を行った。この温泉も前記≡ケ尻氏のと同様埋設管が竹管で揚水量の増大が望め  

ない為測定精度を上げる事に勤めた。其の湧出量と湧・位の関係は第四表の如く成る。揚水  

… 5・‥   



第七図（B）  第七図（A）亀川三ケ尻氏温泉揚水による  
周辺温泉の湧出量変化  
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談験の結果を図示すると帝八図の如く過剰揚  

水量は10～13リMで其の影響の認められる  

温泉ほNo．138、No．51、No．50、No．56等で  

其C減少の総量ほ5LノM位で過剰揚水量の年  

分の量に近いが侍近隣で測定されてない温泉  

もあるのでこれより叢分多量であろうが過剰  

揚水量が少ない為減少量が少なく十分正確で  

（6）  

ほない。昭和24年No．50を用いて行った揚7k試験に於てほ過剰揚水量と減少量とは殆んど  

四  表  

…6…   



軍八図（A）亀川大塚公明温泉場水による  
周辺温泉湧出量変化  
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同量であったがこの時は潮汐記録が無か  

った為潮汐影響の見迂遠いにより幾分過  

大に見積られたものと思ふ。  

（viii） 湯の平温泉の町有大湯（自然  

湧出泉）に於て温泉連記の岩石を動かし  

た馬、突然多量の湧出を始め附近温泉が  

減量し、馬に使用山東なくなった。この  

為県菓預課で其の影苦戊調査した。  
（7）  

昭和25年湯の平温泉調査を行った際この  

温泉を過剰揚水して調査したが其の揚水  
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6
 ／  

時間ほ1時間佗で附近温泉には影響が認  

第五麦 湯の平温泉大湯抑制による周辺温点の泉湿及湧出量変化（測定（昭和30．3．27，28）  

温泉番号 ヲ気。薯  No．6】No．4  No．1．No．1の1  Nl）．21No．3  

57：J434   

4．7   1．6    4．1  

57．5   47．5   45   

泉 温：91・00C  
閉塞前  

1・1L′M】3・2   
悸出量 一  ‾  

議哀諒斥訂忘義  
一  

時問後l表音  

44   

1．7L／M  7．25  12．O1 7．271 045  

められなかった。今回の調査結果ほ第五表の如く先ず近接温泉の泉温湧出量を測定後大湯  

の新撰出口を木栓で閉塞し20時間後再び近接温泉の泉温湧出量を測定した。大場の湧出量   

は加工状態が測定に都合が悪く測定出来なかったが、相当大なる影㌣があり而も短時間で  

は表ほれず長時間後に表ほれることがわかった。その影響の張さほ第九図の如く遠距離の  

… 7 …   



第九図 湯の平影響調  

査温泉分布図  
No．1の1、No．2に大きく近距離のNo．6、No．4、Not3が小  

さい。これ等影響状態から見て地下温泉伏流にほ連絡があ  

るが特に複雑である。   

終りにこの観測ほ大分県衛生部、別府、大分保健所、別  

府市役所の諸氏の協力によって行い、潮位記録の一部ほ運  

輸省別府港工事等技研の自記検潮記録を金田技官の好意に  

よって借用した事を附記し感謝の意を表する。  

文 献   

（1）大分県温泉調査研究会報告 第1号、弟2号、算3号   

（2）同  上  第1号   

囲 別隠温泉と潮汐 野満、瀬男、中日、地球物理 笥2巻 第1号   

（4）大分県温泉調査研究会報告 第2号   

（5）同  上  第1号   

（6）（5）と同じ   

囲（4）と同じ  

‥・8■・・   



湧出量の相互影響調査資料   

大分県別府探経所所有泉湧出抑制による調査   

昭和26年6月20日   

14暗03分～16暗03分  

別府No．619   

測定年月日   

湧出抑制時間  

14．30l16朋   
0】38．0  

測 定 時 刻  14．09：i4．12   

13．20！6．82  3．0611．94  湧 出量（L／丸4）  

周辺温泉の水位変化  

時分 12．20；12．50！1345i14．55  

0c王n． 0    0  ご ÷ユ．2  

測定時刻  
水  位   

測定時刻 水  位  

No．618  

Nl）．965  

No．1223  

13．05cm 13．35  

－134．9■ 同左  

15．38董 16．00  13．53．15．04  

同左  

16．00   

－0．1  

測定時刻12．30cm 13．30！14．50毒 15．25  
水  位  

事  0    0 l 一口．8  －1．5  

別府No．452の1蹟山キク民所有泉詠出抑榔こよる調査  

測定年月日  昭和26年10月2日～10Ji3日  

湧出抑制時間  3日2時30分～3日8時54分   

No．452の1  

測定時刻  一一望姐≡旦軋 20▲3   

ト   
5110l52・2l54・7  湧 出量  4革二旦を／些 【  

時 分  
3日 3．04  冬阻し一旦数」旦嬰  測定時刻  

器㌻！ぺ慧  湧 出 量14．34L／丸4！ 4．22i 4．42  59．5！ 55．7   

No．451の1  

分 
2日13i16．10  測定時刻  

湧 出量  

18．05！19．15  

豊ト」型  
測定時刻∃ 3日3時13l 4－09  

湧出量l弘1L川」33．0  
3日0．06  

… 9・・・  



潮位より推算した湧出量  

別府湾の潮位（昭和26年10月2日～3日）  

二l二∴ 二二＿＿＝  

8．30】10．23  

二 
58l．41  

1411 1851 196  

湯布院No．175 富永佐善夫氏所有泉揚水試験  

測定年月日  昭和28年4月15日 天候雨   

揚水時間  16時50分－－18時30分   

場水量  泉湿65．30C 深度2m  

18．15  No．187  」壁j軋  

湧出量  

泉温  

No．183   18．25  

湧出量  

泉温  62．0   

No．176  且」軋  1晶『瓦壷＿些l二＿＿＿些旦  
＿選旦星＿  

泉温  ▲＿旦：写1些4・83【」墜生L⊥些牲＿＿＿j至1 l60．00C   
…10…   



些 
＿  

湧出量  

No．174  

！竺些／旦   

64．0〇C  

陪 分 
15．50。16．20  

地下11t2cnl毒 11，2  

59．5eC： 59．5  

19－1519．45  

10．9’ 担当  

旦
些
 
 

1
 
 
 

」
 
 
一
一
 
 

時刻E’10Rl品『室15．50i  No．185  17．40i18．10  

一
 
 

！  

湧出量116．16L′′／Mシ 16．16  15．14！15．68  

68．0 芦  68．0； 68．O1 68．0  泉 温竜≡ 6臥0〇C三  68．Oi  

17．1517．40…18ユ5l18．50l19．20し1墜  1品㌔i15．55l16．27  No．170  

深度101Tl  
一・ 5．34▼ 4．88童 5．20± 5．51  

霜「㌫l57．。－  
傾出量  

l泉 塩  

些塑－l旦二型  

156．OeC  

亀川三ケ尻仁平氏温泉揚水試験   

測定年月日  昭和30年5月10日～11日   

揚水時間  11日11時15分～14時15分   

揚水量  泉温58．5〇C  

時 分 t   

ll．00【  
＿＿．▼」Ⅶ 】  

15．8L／M  

11．30  12．15  

36．0！  31．0  

ヨ  時 分  10．40；11．40  
8．40L／Mi8．67  

1 12．些セ型漣些  
l  

時   刻  16．40i17．55  

8．91 7．87   

60．5 60．0   

11．55112．45   

10．09 9．94  

7月3   

59．5   

13．45   

9．25  

湧 出 量  6．3316．1816．99  

60．5   

10．一15   

10∴ミ2   

60．O160，O160．0  泉   温  

時   刻  

湧 出 量．【9．86L／M  臥18 5 7．21   

60．2昌 60．0  60．5… 60．5j 6仇5蔓 60．5  60，5⊂C  

時 三  
日 10．55  

13．86L／M  

泉   塩  

13．00竜13．粧14．50！15．50：16．40…17．40㌧且40喜19．40             、     l      －       r  12・O  

l1・   

59．0   

10．35  

時＿＿【劃  

湧 出 量  

泉   湿  

3．78≡3．42！3．11≡ 3．36【3．99  

57．0ぎ56．6】55．Oi55．2！56．6  59．0   

11．45  

6．85：3．83  

57．7．57．0   

12．40i13．40  

11．44：8．83  

時   亥  l・l・40   

4．22  

15．40；16．40  

4．15！3．76  13．86；12．53  

59．7i59．6；59．2  57．7！57．5i56．7蓼   】   

‥・1l‥・  



握
 
 

帽
 
 

湧
泉
】
 
 

61．50C  61．5i 61．2  No．121  
】  時 分j‾‾l  

時 刻； 19．亜は1日9．59 10．40  

l 馴鹿103．20L／Milll．60  

泉 湿！； 61．2つC  
l  時 分  

61．21 61．2   

12．00  13．05   

12．42ミ 12．42  芸≡芸i二芸  
10日11．05  

湧出量≡l14・20L．・／M ‾  

㌃計完蒜  57・5  

12．55  

No．107  
ー
 
 塑

よ
彗
感
 
 

1ヨ10．05r ll．00  

12．42・10．35  

56．5 F  5  56．51 56．5  

」 14．37】15．39  

62．00C1 61．8  星」堅  

時 刻  

No．123  

11∃9．43  

4    38．71  蓼出量；37・50リ凪  

短 慮l61．80Cl61．5  
時 分l  

画 面10日10．50  ■11．45≡  12．50i14．00  14．55ヨ 15．50  

i湧出量ぎ6．75L／九4  7．71i 7．20】 7．20  

N。．115  51．5i 51．5  

11コ10．〕0 10．50  14．45≡15．45  軋
．
瞥
塊
 
 

11．55   

7．20  

12．47；13．50  
］  

7．20⊆  7．20  
－ ‾、‾  

7．20L／M  6．75∈ 6．75  

51．5】 51．5l 51．5】 51．5皇 51．5  

時 刻  

湧出量  

昼＿＿＿＿笹  

崎 刻  

湧出量  

13．20‡14．00  15．00116．00  

5162L′／M  4．751 5．32  

59．00Ci 59．O1 59．0】 5乳5！ 58．0  No．50  

111ヨ  
i_ 

10．10JlO．45！11．50  1・ 
＿  

6．60  6．90L／M‡ 6．94  7．41…  7．12  

」鞋p三p≡ 粥・8】巨些  暴」墜⊥   
58．5； 58．6  58．5！58．0】57．0   

‥・12‥・  



i÷．0左石÷ぷぎ19．04  10日11．15  

1JIL／牲  時 分  
59．00C  

14．54；15．55   
l卜し＿剥  

塾旦蔓  

泉 温  

1．67：1．76  ●1．71；1．82i l．41  

59．0； 59．2  
No．101  

15．57！16．57  

1．85jl．86  

58．8．59．0  

12．55・13．55：14．55  

1  

＿ 

15・30  

1．64   

52．5  

1．94  1．85   

59．3≡  59．0  

1．82L／M  湧出量  

泉 温  59．lOC！59．0  

16．30i17．30．18．30け9．30                              、   
＿   、      、一■  

1．54‥ 1．48 1．69．2．00  
l ‾ ■‾‾           、   －－，・・・・－－   ・ 1         －－  

52・鞋童▼52二5∴旦蔓旦≡52t5  

13．50j14．50．15．50．16．50  

】  
湧出畢  泉 温‘  j革阜】w53・q  

lln9．50ilO．50  

No．127  

11．50」12．50  
卜一  

畦＿＿＿刊 湧出量  2．92l2．70≡一2．45 －l←  
54．5j 54．0．53．5  

2．08．1．80 1．59   

53．0・53．0．53．0  泉 温三 53．50C  

13．51i14．47 15．49 16．5417．5218．54  11．56112．54   

6．00； 4．80  

時 刻；ilO日11．n2  

6．001 5－45  5．71  5．85 6．00  6．00  湧出量■i6．00L／M  

61．2ぎ 61．O1 61．5幸 61．5  61．5． 61．3   

13．49 14．50  61．3 61．2  15．50 16．50  N。．119．基＿＿＿j堅   

】時刻      】＋＋  
11．46－111．54▲ 12．49  

5．91■  6．00 6．00 6．00   

62．Oi 61．5  61．5  61．6  

6．00上  5．91  

61．5ま 61．5  

時刻加日1i  13．15亭14．15：15．15  

16．62≡ 13．50：12．00 

59．0． 58．5． 58．5  

10．35 11．44岩 12．40 

16．15】17．15i18．・1519．15  

10．80・10．80、！10．8013．50  

58．5… 58．5… 58．5；58．5  

13．40．14．40i15．40・16．40  

塾越量；⊇＿里些せ塑＿埠些  

59．00C1 59．0  N。．144≡昼＿＿選  

時 刻≡・ 20．15は1ヨ9．40  

19．6018．項18．0015．43主15．50盲12．軒12．00  届出量15．43L／M】18．00  

5臥5：58．5し 58．5  

12．50113．50墓 14．50  

58．5二  58．0き 5臥Oi58．0  泉 温】 58．50C  

15．50！16．40！17．50’18．45  
1        ：  i 1  

4．32； 2．92．3．27≡ 5．40  

時 刻  10日10．30： l  11．40  

13.50 

61．5  

7・コn 
、  

旦1阜≡  

12．35≡  

12．00ilO，80  

61．5蔓  61．5  

準旦堅華些ち二塁竺  

No．109匝＿＿遇毒  61．0； 61．0  61．0－ 61．5  
時 分1   

19．40；11日9．45  
1■l ‾‾   i  ■ ‾‾  

臥31L／M書 15．40  

13．35i14．35華15．35…16．35  

9．00】7．20！5．40  

61．5．61．5… 61．0  

12・On   

61．5  

時分■ 吐』l裡駐些些L12・00i13・00ぎ14・00．！阜些； l  ■         【＋l  16．00ヨ 16．50！18．10ヨ19．05  

3・7旦ち／些l a70  

‾  

こ＿ 

3．75： 2．89   2．60   

56．0  55．5i 55．5  
10．55；12．05！12溺  

2．271 2．19．2．41  

昼＿畢  

墜⊥型  

湧出量  

55、5   

14．00  

No．138   

3．52L／M； 4．01 －    ■  1   

56．00C喜  56，0  

生二軍し」些む＋407i旦些  

1 57．0さ 57．0； 57．0ぎ 56．5  

…i3・‥   



別府No．536 別大合同タクリ一株式会社所有長湯水試験  

測定年月日 昭和30年6月30日  

揚水時間11時55分～15時  

揚水量  

…ま・ト‥   



別府No．443の1温泉抑制忙よる調査   

測定年目口 昭和30こF12月21～22口   

抑制時間  22日11時30分－15時20分   

抑制中の静止水位（浜出口上端を基準とする）  

No．443の1湧出量、泉温変化  

・時刻l如晶㌔  10．08．11．07j12．05◆13．07・14．0615．05・16．04  

l 湧出量l52．50L／M  53．52！53．75   

65．5≡ 65．5  

、－ 53・25 53．32岩53．38－53．25153．25 、 65．5≡65．5l65．5j65．5．65．5  Nり．‘泉 温  65．5 65．5  

由一l笥．凋10．08；11．08                            l  町 ′ 12．03 13．05  1州5   

50．12  

15．03・16．04‘1703  

湧担旦」≡嬰∴些（叫、皇弧77喜阜坦Z  53．86：53．42】53．52  53．08；52．37152．43l49．39  

65．5■ 65．5璽 65．5j 65．5，65．5j 655l65．5… 65．5  璽泉 塩l．65．50C≧ 65．5；65．5  

…2川品㌔≡9．58llO画12．02毒13．00ll川0  し：・・仙111川・－1丁・州  畦屋堕  

湧出量  

4
2
 
 

．
▲
4
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
N
 
 

岩48朋M可墾里漣墜  49．50148  

…
一
…
 
 

58．00C ∃ 57．9  

22日 9．18  

47．21L／M  少し鱒十埜16！坤33  Oi50．66  湧出量  

泉 温，i57．80C  57．8：58．0蔓 58．O158．0妻 57．9157．8  

時 効  
R 9．15；10．00  15．00l16．00  時 刻  

湧出量  

13．00114．00  

3．0313．03  

65  
．  

10・00   

3．04  

、・‥‥・二．  65．5165．0   

65．60C！66．0  66．OJ66．0  66．2 j 66．2ぎ 66．0  65．7】66■0  

…15…   



如F一品㌔⊆10，00  16．00l17旦趣些＿一旦些  

49．69149．69     ‾‾1 －     ‾  

70．Ol70．0  

53．52L／M】51．15  

70．00C170．0   70．0】70．0  

巨圭旦恒旦l旦些  

70．0！70．0】70．Oi70．0  

13．00け4．00  

70．21L／M  

泉 
＿，＿ 

時 刻  

腰埴量 ■  

泉 温  鱒・ミ13†■ルⅠ  62．50C  

亀川大塚公明氏温泉揚水試験  

測定年月日 昭和31庄1月11日、12日  

揚水時間 12日11時10分～14時25分   

湧出量及び揚水量  

…16…   



‾   

＝‾ 

‾ 

－ 

－ 

－ 

－ 

＿ 



時分】！11日晶♂llO．34  17．37j18．26  

2．05i2．22   湧出量‡】  2．75  

54．4】53．5  
時 分∃  

12R 9．45110．45   12．42113．35  

‥・王8…  



時分  
鳩 分≡11日 9．50 10．30  

：湧出量弓 6．9L／M  6．64  

No昼 138一 
時 分  

時 分12日 9・29‘川・27  

湧出量 7・26L／M≡ 7t26  

泉 温  55．50C・ 55．5  

12．3213．25要14．20幸 15．28   

5．66 5．41；5．32…  5．38  

16．25117．20   

5．53： 5．88  

11．27   

6．39  

54．0≡ 54．6 55．2  55．4  55－0  54．4－ 54．3   

11．2512．2713．26！14．45   

6．21 6▲05  5．47 5．28   

55．5：55．4 54．5  53．4  

15．37！16．2517．25岳1臥27  

5．28 ㌢  5．46． 5．89≡ 6．24   

52．5   53．3， 54．5＝ 55．0  

9
・
。
。
五
 
 
 

．
 
 

慧
 
 

13．00  14．00  15．00   

93   82幸  92  

11．00：12．00  
0
 
 

0
 
 

0
 
 

1
 
 

145   114  

旦週些  
：≡㌻       130  
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大分県九重町（南山田地直）  

及び尭垂都町温泉調査報告   

、．久小  
山 下 寺  

九重町（南山田地区）温泉  

客一因九虐盛蹄慨鳩＿り温泉  1．概  観   

南山田地区温泉ほ第【図  
わ  

の如く九重連峰の北西峰涌  

いたはね 蓋山（海抜1499．5m）と萬年  

山（海抜1140．2m）の中間を1   

流れる町田川（玖珠川の支  

流）に添ひ約3粁の問に散  

在する温泉群である。第二   

図ほ其の分布図で川下より  

壁湯、生竜、宕泉寺、梅屋、   

川庄の各温泉群がある。   

温泉口数ほ壁湯4、生竜5、  

宝泉寺15、梅屋3、川毎8、  

其の他3、計38ロでこの内1  

ロが穿凝泉で他ほ自然湧出  

泉である。  

壁携は町田川の左岸壁の岩石の割目より白  

然湧出し、岸壁を掘って浴槽を作っている  

生竜は町田川右岸の山際にあり岩石の割目  

より湧出してゐる。この山腹にほ他にも多  

量の自然湧出があるが低温である。宝泉寺  

ほ町田川の支流宝泉川添約500mの間に川  

岸及び川中に自然湧出している。この温泉  

は古く発見され当時使用したと云う石造の  

浴槽が今も備保存されている。No・20温泉  

ほ唯一の穿堀温泉であるが泉温ほ附近自然  

第£成東余輩蕊急設遥恩命脅威  
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湧出泉より低い。鍵屋の温泉ほ田の中に自然湧出していて、内一口ほ低温の馬放置してあ  

第一表名温泉群の概況   る○更にこの温泉の西北方500m湯の口では多量  

の白銀湧出（No・30）があるが低温の為使用され  

てない。川底温泉ほ峡谷の川岸及び川中に岩石の  

亀裂より自然湧出してゐる。8口の内4口が現在  

使用され他ほ洪水により雄設を流され荒廃したま  

ゝ放置してある。  

2・長塩及び湧出量   

泉温、湧出量を各温泉郡別に示すと第一表の   

如く成る。泉温ほ宝兵寺、川床あ温泉が高く最   

高72・loCである0生竜のNo．9、湯の口のNo．30、   

壁湯等ほ湧出量が多いが低温であるっ筒第一表   

の外低温の為放置されているものか宝泉寺川中   

古園の川中及び川底のNo．34附近の川岸にあり   

測定出来なかったが其の湧出総量は約300LノM   

佗と推定せられる。   

3。化学成分  

総湧出量  

L／M   
2237  

2074   

528  

29 

3 

1  89451  
け■．，＿、、．＿l  

欝三1惑A．α」打仁房  

H吋 ●■   

㊤ ◎  これ等温泉の試験紙によるPHほ6．6～7．2で   

ある。又温泉水中の主要負凍ごあるCl，、HCO3，  

SO塵”の分析を行った結果これ等威力問にほ第  

三図A、Bの如く略一次関係が成立す 

図Aに於てこの関係からほずれた2口があるが  

これほ梅屋の温泉でHCOB，のみが多い。額三図  

CのC17と泉温の関係は泉温が高い程Cl，が多く  

成る傾向ほあるが一次関係は明瞭でない。  

法華院温泉   

法葦院温泉ほ直入郡久住都町にあり久住山（  

海抜1787・9m）と大船山（海抜1787．1m）の中  

間海扱1300mの高所にあり交通不便な所であ去  

が夏季ほ登山者のキャンプ場となり其の利用度  

は大きい。（第一図参照）この温泉の西方1．5粁 

・・・22…   
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にほ硫黄山の強大な硫気孔がある。第四図ほ其の  

分布図で山麓の谷川の中及び川岸に自然湧出して  
笥相法単軌護私分卑屈  

第二表法華院温泉概況  いる。湧出口数は   

6口、泉温の最高  

ほ49．70Cで湧出  
闘
Ⅷ
朗
、
 
 

温泉口数  泉  温   

OC OC   
J
⊥
 
l
八
 
 

49．7′・、．30．01 739  

量の総計は739LノM［である。試験紙によるPH  

／ゝプ′  は5・8、6・6で硫化水素臭があり多量の硫黄沈澱が  

ある。  

七里 田 温泉  

七里田温泉は直入郡久住都町七里田（久住連峰  

¢ l0  28  aOm  

最東峰黒岳（海抜1556m）の南麓）にあり（第一図参照）この温泉の東方5粁には長湯温  

泉がある。古時は自然湧出であったが現在は穿堀せられ最深94！nである。温泉口数ほ3口  

泉温ほ38．2つC位で其の湧出総量ほ153．8L／Mである。泉質ほ長湯温泉と類似し′多量の茨酸  

（1！ ガスが噴出している。昭和11年、瀬野籍士はこの温泉の湧出量並に導管途中の泉温を測定  

しているが今回も孔産温度を測定して前測定と比較すると筏三表の如く新湯の方ほ孔蛮温  

度ほ等しいが深度が5．3m深く成った又下揚の方は深度ほ略等しいが湧出量ほ年波し孔眞  

温変ほ1．40C低くなって温泉源が蓑欲した如く思われるが20牢佗の間に減衰するとも考へ  

られない。備管璧の温度勾配  

と熱伝導率の積即ち泉管途中  

の冷却率を比較すると今回は   

数倍以上に大きくなっている   

≡巴らく温泉口が古い為温泉通   

路の閉塞等により温泉水圧が  

第  三  表  

壷毒  3臥2i92・1  1955】 36．1  

低下し地下水が混入したのではないかと思われる。  

終りに本調査は県衛生部薬務課矢野行雄、秦文彦の両氏の協力と九重町役場、温泉所有者  

の理解と援助によって行った事を附記し感謝の音を表する0   

文 献   

（1）別府温泉二三の湧出口導管中に於ける温度分布と途中冷却率瀬野、西田、地球物理第2巻第1号  
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大分県玖珠郡九重町（南山田地区）温泉台帳抄  

SO4”‡備 考  所有者  在  地  Cl’lHCO3’  

大字町田壁湯62の2  

〝   〝  －59か3  

〝   〝   t56  

〝   〝  ナ55の2   岐部 武拾 〝 赤峰久米蔵 足立 正平   

0．00658  

0．00543  

0．00831  

0．00741  

0．0115  

0．01193  

0．01193  

0．00823  

0．00679  

0．02745  

0．0151   

0．02086  

0．01872  

0．1054  

0．1020  

0．1141  

0．1531  

0．0915  

0．1385  

0．1556  

0．0494  

0．0696  

0．3470  

0．2405  

0．3570  

0．3306  

0．4037  

0．2582  

0．2335   

0．2165  

0．0849  

0．0579  

0．0553  

0．0580  

0．0613  

0．0603  

0．0546  

0．0588  

0．0494  

0．0539  

0．0950  

0．0601  

0．0913  

0．0901   

0．0974  

0．0721   

0．0673   

0．0674  

0．0629  

0．0846  

－：二  

〝  〝・1895の1一佐藤  

〝  〝  山林中  

〝 相狭間  

〝 宝泉寺2097の1  

敷  

矢野 駒吉  0  

〝   〝  2110 0
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っ
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5
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5
、
 
6
 
 

〝 〝2110の先川  

〝   〝  2111  

〝 蜂芸≡ま…の先川敷  

〝 〝……ま；の先川敷  

〝平原由96の先川敷  

0．02971‡  

0．01537  

0．01399  

0．01173   

0．00494   

〝   〝  2205   

〝   〝  22∩6  
口径5．1cm  
深度 70m  

流出ナン  

楳大ト合併  

‡合併  

〝  〝 叶往嘲矧田寵 勝  

〝   〝  

〝   〝  

〝   〝  2195         2195         2193  
〝     〝  

〝      〝  

〝 錬ケ平  

〝     ′／  

〝      ′／  

大字菅原湯  

0．0848  

0．1214  

0ユ104   

0．0851   

0．0538  

0．0741  

0．0738  
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大分県直入郡久住郡町温点台帳抄  
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∴
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所有者l泉  所  在  地  PH】 Ci  

大字有氏小城  
4059の2  

〝 七里田 3913の2 〝 九重山1778の6 〝  〝1778の1川敦 〝   〝 1784の2   

〝   〝 1784の2  
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0．2016   

0．2209  

0．2261  

0．2287   

0ユ292  

0．0685  

0．3564  

0．3682  

0．3412   

0．2583   

0．3285   

0．2548  

0．1239   

0．1322   

0．1322   

0ユ371   

0．1121  

0．0800  

48・2！9・25  

42－1il15．2  

3。．O53．。  〝   〝 1778の1 〝  〝 〝の山林  
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別府に放ける地表放射能と  

温泉脈盈地温との関係  

鳥取大学 学芸学部 岡  部  茂   

1．緒  筍   

最近G－M計数管を使用して地表の放射能を測定すると、温泉の近く、及地温の高い所で  

二＝2）3）  

はこれが大きな鮭を示す苛が判って来た。   

筆者ほこの現条忙興味をもち昭和25年嘆から各地の温泉を調香研究し、その原因が地温  

が高い研では地中のラドンの上昇が盛んになる馬ではないかと考えるに至ったが、未だ確  

ヰ1  

定的な結論ほ得ていない。   

別丁ま古くから京都大学腰学部廿毘火山温泉研究所の存在している所で、多くの人々の  

研究により地温分布や京翫などの調査が行同小て居り、筆者の研究にほ甚だ好都合の土地  

であるので、先づ温泉と放射能の閲す系がみられるかどうかを予備的に測定してみた。  

2。測定方法   

測定は唱和30牢6月10日～13日にわたって行った。佐用蒜械は科学研究所製作のポータ  

ブル電池式2主ど録改質で、これを改選して計数管を2本並列に使用出来るようにしたもの  

を稲いた）計致苫は二升型を2本並列に用い、地表より15cln親して用いた。その場合の  

自然計数ほ60～100C．P．m．であって、普通5分間の平均を測定値とした。   

又、て完結勤ま、その他故の測完値群の中で最小値を示すもの約10％をとり、その平均  

値を求めてこれをその地牧の標準自然計数値とし、他の測定値ほこれに対する比で求めた。  

此のような操作によりその地域の特殊性【例えば花篭岩地帯だとか沖積層であるとかによ  

って標準自然計数値か実って来る－が除去され、地温若しくほ温泉脈の影響のみを検出出  

来るようになる。侍、新暦抜上に於ても地表放射能は強くなるので、此の影誓の浪人を注  

意しなければならない。  

3。別府商菖市街に於ける測定   

測定結果ほ第1図に示す。   

図に示すように海岸に並行な2本の測定抜で別郎昆泉脛を横断した。測銀をもつと海岸  

近くにとりたかったが、道端が舗装してあるので出来なかった。又、2本の線の中間及海  

岸に垂直な測定も試みたかったが、今回ほ時間の都合で出来なかったっ   

5）   

此の2本の測定接の値を見ると、京大別府温泉研究所の山下幸三郎氏の調査された等温  

‥・27・・・   



温泉の分布図と非常によく一致して、別府に於ても地下温泉脈及地下温度異常の場所と地  

表放射能との間に密接な相関がある事が判る。   

例えば京大別府温泉研究所の辺りで放射能ほ張くなっているがこれ揉同研究所の山下氏  

による「地下に温泉ほ流れているのだが地下水の水露が低い為、地表に液上げられないか  

ら堀らないのだ」との説明によく一致している。   

即ち此の予備調査によると、非放射能見である別府温泉に企ても他の温泉と同様紅、地  

表放射能と開拓のある事が明らかにされた。又、計数管の計数値を他地方と比較して見る  

第1医l別府市旧市街調査図  

J・ナ  

、 ・「－・・・．、∴  ／．寧  

ま七☆ム還気   
功■た習†  

‾十－→トー4一－■一－★＿  

冊くご丁  

8J印之雌j00¶t   

と一般に他地方の80％僅凄示し、別府市域の土壌のラヂウム含有量が少い挙が判る。  

4．別府市中部於ける測定  
8）   

湯原氏ほ最近別府市中郡に於て地下1mの点の地温分布を廉く求め、これよりその地域  

の温泉源を理論的に推定する試を報告されているが、この地下1mの地温の実測値を湯原  

氏の御好意により舞倍し得たので、これと筆者が同地区で行った地表放射能測定結果との  

関係を調べて見た。測定結果ほ第2図に示す。   

筆者の測定は時間の都合で測点の数が少く、又湯原民のくわしい測定地図を拝見したの  

ほ測定終ア後であったので、両者の測定点が一致せす余りほつきりした事ほ云えないが、  

図に現はれた限りでは放射能の強い点と、地下1mの温度分布（図中に実線及破線で言己入  

されたもの）とほ可成りよく一致していると云える。即ち、A地区でほよく一致し、B地  

・‥28…   



第2図 別府市中部調査図  
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淵押印甲下  

区に於ては余りよく一致していないが、断層線の存在なども考えられ、これだけではいづ  

れとも云えない。又、C地区ほ大体よく一致していると思ほれる。唯、筆者の測定結果だ  

けから推定するとB地区忙も何か顛娠が予想されることになる   

碕、測定点が湯原氏の場合と一致しなかったので娃計学による各種の検定は行なはなか  

った。本報告ほ予備的なものであり、近く壊会を得て測定点を増し、放射能と温産の関係  

をl法らかにしたいと思う。   

終りに当って本研究に各種の御便宜を与えて頂いた瀬野鐘層博士（京大）に深甚の謝意  

を表すると共に、貢重な資料を拝見させて下さった湯原浩三氏（京大）及別府温泉につい  

で画数示頂いたL山下幸三郎民（京大、別府研究所）に感謝する。   

侍、本研究ほ一部文部省30年度科学研究費によった。  
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3）岡部  茂こ研究報告（鳥大学芸）5巻7（1954）  

4）岡部  茂、竹田 愛郎・研究報告（烏大学芸）6巻10（1955）  

5）山下幸三郎こ地球物理 8巻2－4号29（1950）  

6）湯原 清三・物理探鉱 8巻1号27（1955）  
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大分県温泉調査報告  

別府温泉（第四報）湯布院温泉  

（温泉分析成績書）  

九州大学温泉治療学研究所   

1．緒  臼   

昭和三十年安夫分県温泉調査研究会の依頼により大分県別府市内十箇所、四ノ凱的ケ  

酋温泉、東南泉蒸湯男子だ場、 上的ケ薄遇泉、梅酢鼠泉、鶴寿温泉、弓ケ蹟温泉、藷協温  

泉、吉弘温泉、永石温泉女子浴場、湯布院五符所、石武温泉、石松温泉、山崎温泉、奥江  

温泉、朝署温泉等の温泉紅つき厚生省編婁鉱泉分析法指針、申分軒法に塞き化学的調査を  

行った。その他調査研究会以外の依頼により、分析を行った温泉六箇所もここに報告する0  

2・化学分析方法   

実施した化学分析法を簡単に述べると、Na，K，炎光法、Ca，Mg，ETA法、Cl，モp｝t／  

法．Fe，Al，NHl，P，Mn，B，比色法、SOl，Si，重量法、H2S，容量法、pH，ガラス電極  

pH計によった。  

3。源泉の採取   

浴槽に流れ込む湯桶より採取した。  

4■ 温泉分析成績   

別紙  

5．申分析法で調馨したが存在L恋い成分  

（A）共通不合成今  

川 臭素、沃素  

（ロ）鋼  

H ヒ酸  

（B）アンモニウム不合温泉  

山崎、奥江  

（C）マンガン不含温泉  

山崎、輿江  

6．魚  種   

A．別府温泉   

1）四ノ湯  弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  
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合食塩重曹泉（政和性低張高温泉）  

合食塩土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

含土類食塩泉 （緩和性低張高温泉）  

合食塩土類重曹泉（綾部性低張高温泉）  

酸性硫化水素泉 （緊張性能張高温泉）  

合食塩土類重曹泉（緩和陸佐張高温泉）  

単紅温泉  （緩和性低張高温泉）  

単純温泉  （緩和性低張高温泉）  

合食塩土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

2）的ケ高温泉  

3）重潮泉蒸湯男子浴場  

4）上的ケ濱温泉   

5）梅園温泉  

6）鶴寿温泉   

7）弓ケ轟温泉   

8）濱脇温泉   

9）吉弘温泉  

10）永石温泉女子浴場  

11）国立別府病院内引湯山奥温泉 弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  

12）  〝  芝石温泉 弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

13）  〝  院内温泉 単純温泉（綬和性低張高温泉）  

14）誰泉荘内湯  合食塩土額重曹泉（緩和性低張高温泉）  

15）小野田セメント亀川療養所内湯単純温泉（綬和性低張高温泉）  

（緊張性低張高温泉）  合食塩酸性泉  16）海地獄  

鼠湯布院温泉   

1）石武温泉  

2）石松温泉  

3）山崎温泉  

4）奥江温泉   

5）朝霧温泉   

単純温泉  

単純温泉  

単純温泉   

単純温泉  

単純温泉   

（綬和性低張高温泉）  

（緩和性低残高温泉）  

（緩和性低張高温泉）  

（綬和性低張高温泉）  

（綬和性低張高温泉）  

了．含有化学成分の年月による変化   

的ケ轟温泉、梅園温泉、鶴寿温泉、石松温泉の各温泉につき約40年前大分県警察衛生課  

に於て施行された分析表と今回の分析表とを比戟した。J括弧内ほ前分析値、％変化率、一  

減少  

（A）陰イオンの変化  

a）Cl，SO4，両イオンの比 SOJClの変化  

ー1．17％   

－ 18．1％   

一 24．7％   

－ 87．8％  

的ケ濱温温  0．84 （0．85）  

梅園温泉  0．27 （0．33）  

鶴寿温泉  40．1 （53．3）  

弓松温泉  0．42 （3．45）  
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いづれも減少しご減少の最高は石松温泉の－87．8％である。   

b）塩素イオンの変化  

mg／kg mg／l（g   ／ク  

的ケ蕗温泉 147，9 （166．7）－11．2  

梅園温泉  215．3 （198．5）  8．4  

鶴寿温泉  6．52 （10．6）－－ 38．4  

石松温泉   177．6 （20．4）   

的ケ蔑温泉、鶴寿温泉は減少し、梅園温泉、石松温泉は増加L、増加の最高は石松温  

泉の8．6倍である。  

C）硫安イオソの変化  

mg／1くg mg／kg  ％  

的ケ濱温泉 124．3 （141ユ）－一11．9  

梅園温泉  57．61 （65．3）－11．7  

鶴寿温泉  261．6 （566．0）－ 53．7  

石松温泉  74．48 （70．4）  5．8   

石松温泉ほ増加し、他はいづれも減少し、減少の最高は鶴寿温泉の－53．7％である。  

（B）陽イオンの変化  

a）ナナリウムイオンの変化  

mg／kg mg／kg  
的ケ演温泉  2ヰ0．0 （278．4）一13，7  

梅園温泉   191，1 （150．8）   26．7  

鶴寿温泉  55．64 （22．5）  

石松温泉  18．0 （31，7）  

的ケ蕗温泉は減少し、他ほいづれも増加し、増加の最高ほ石松温泉の5．6倍である。  

b） カリウムイオンの変化  

mg／1くg mg／kg  ％  

的ケ蕗温泉  20．43 （48．2）一 59．6  

梅園温泉   18．44 （22．7）一18．7  

鶴寿温泉  7．102 （112．0）  

石松温泉   15．64 （109．4）  

いづれも減少し、鴻少の最高ほ鶴裏温泉の結16分の1倍である。   

以上の各温泉の変化により、的ケ蓬温泉、梅園温泉、鶴寿温泉、石松温泉は約40年前に   

比し著るしく変化している。   

終りにのぞみ、本調査㌢こ終始卸指導、御旗撞を賜った八田所長並に測定に協力して下さ   

った大分県衛生部乗務評、別嚢市温泉諜、湯布院町役場の諸氏に厚く感謝する。  
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i見研第39号  温 泉  分 析 書  

汝 泉 名 山奥温泉  

ゆう泊地 国立別雁病院引湯  

帽者琵賃  
Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年2月14日）   

（1）ゆ う 出 違 毎分  立（動力の有無、踵類及び馬力 引湯）   

（2）泉  温 田民  66．1度（調査時における気温 摂氏10．5度）   

（3）性  状 無色澄明 弱食塩昧 無臭   
（4）水素イオン濃度（P．H．）7．28（20つC）  （5）ラドン含有量  

‡ 試験室に於ける試・設成臨（昭和30年2月14日）   

（1）性  状 無色澄明 弱塩味 無臭  （2）遊離鉱酸 ナシ  

t3）水素イオン濃度（P．H．）7．30（20つC）   

（4）比  重（摂氏24度における）1．0000   
（5）蒸発浅沼物 2055g／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millil】101   
HBOB （meta） 0．020 0．001  通 計1786．823ミリグラム   

H2SiO3（meta）107．9  1．381  合 封1894．743ミリグラム  

H2S  Oニ656 0．019   

扱量成分（分光分析）  総 計1895．399ミリグラム  

m 泉  質  
弱食塩泉（緩和性倣う丘高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀佐 古賀昭人  

Ⅷ 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチ、 慣性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神  
経痛、神経炎、創傷、痛凪、尿酸素質、慢性咤膚病  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症淫慧配詣臨写覧苧誓慧墓苧鹿毘翌ア品諒弛離鮒（温泉なら  

鉄柵禁誠こ、  
異 の 他 牧人療法適応症、慢性気管支カタル、咽喉カタル  

昭和30年5月15日  九州大学温泉治痺学研究所  
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温  
泉 分 析 書   

芝石温泉  
国立別布病院引湯  

温研第40号  

ゝ
「
ノ
 
 

源
ゆ
 
 

名
 
 
 

東
 
 地

 
 

出
 
 帽者箆誓  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年2月14日）   

（i）ゆ う 出 塁 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力引落 ）   

（2〕泉  温 摂氏  60．7度（調査時における気温摂氏10．5度）   

（3）性  状 無色澄明 弱鰍韓無臭   
（4）水素イオン濃度（P．臥）3．74（200C）  （5）ラドン含有量  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和30年2月14日）   

（1）性  状 無色澄明 弱誠味無臭  （2）遊離鉱酸 ナン   

（3）水素イオン濃度（P．口．）3．80（200（〕）   

（4）比  重（摂氏20／4更における）0．9983   

（5）蒸発残溜物1．4693g／lくg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

ミリバー  

ル又ほミ  
リモル  

！ミリバール  

こ し・り  
ミ1；三「ルlァニオ小リグラム  

Cl’   

打C（13，  

3
 
3
 
9
 
5
 
 

り
l
 
ハ
ロ
 
7
 
0
 
 

2
 
2
 
9
 
0
 
 

0
U
 
 

SO勺”1 68．81  
1 

即04”0．495  

nlillilつrOl  

O．0003  

3．020  

2，432  

0．Oi2  

ⅡBO2（1Tiet且）0．012  

打2SiOs（－れet托）235．9  

CO2  107．1  

甘■2H  O．403  

通 計1171．062ミリグラム  

合 計1406．卵4ミリグラム   

総 計 ほ14、477ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

班 泉  質  
弱食塩泉（緩和性低兼高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  
分析者〃＝二弘秦 野崎秀俊  

慢性関節リウマチ、悍性筋肉リウマチ、殊に睦痛、神経痛、殊に座  
骨神経痛、神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

憎性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃張アtニー、弧緩性便泌（温泉  
なら冷却して飲用する）貧血症、肥肝症、腺病質  

胃軽過多症、殊に冷食塩泉の飲弔は禁忌である、胃潰瘍又ほ十二指  
腹潰瘍、腎臓炎、ネフローゼその他一般の腎臓性浮腫、一般に浮睦  
のある患者  
吸入療法適応症竺性気苫支カタル、咽喉カタル  

月                    15日  九州大学温泉治掠学研究所  

一 35 －   

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症   

其 の 他  

昭和30年5  



温 泉 分 析 者  温研第41号  

と
」
ノ
 
 

源
ゆ
 
 

名
 
 
 

泉
 
 

院内温泉  

国立別府病院  地
 
 

出
 
 帽者箆誓  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年2月14日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力自然湧出）   

（21泉  温 摂氏  46．0度（調査時における気温摂氏10・5度）   

（3）性  状 無色澄明 無味無臭   
（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸ナン  

（4）水素イオン濃度（P．軋）7．37（200（〕）  

Ⅱ 試験室に於けろ試験成績（昭和30年2月14日）   

（1）性  状 無色澄明 無味無臭   
（3）水素イオン濃度（P．軋）7．35（200こ〕）   

（4）比  重（摂氏20／4度における）0・9985   

（5）蒸発残溜物 0．6269言／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

milTimo！  
1．664  通 計 438．640ミリグラム  

0．221  合 計 56臥640ミリグラム  

0．018  

F2SiO3（－れet九）130．O  

CO2  9．710  

Ⅱ2S  O．609  
総 計 578．959ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

Ⅱ 泉  質   
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチ、憎性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関  
節等の運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神  
経症、急性皮膚病、窓性睦瘍（抱及び肉睦等）急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症   

飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和30年5月15日  
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温 泉 分 析 書  温研第42号  

源 泉 名 雅泉荘内湯  
ゆう 出地 大分県別府市梅園町536  

申請者琵誓別嗣梅園町536              甲 斐 兵 吉  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年5月24日）  

う出  
61．。け度）  

素イオン濃．8  （5）ランド含有量  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和30年5月25日）   

（1）性  状 無味無臭 白濁  （2）遊離鉱酸 ナン   
（3）水素イオン濃度（l一月，）6．92（200J）（4）比重（摂氏20／4度における）0月996   
（5）蒸発残溜物1．461（g′／kg）   
（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

nljllir†101  

1．943  

3．479   

0．509  

0．017  

通 計1092．222ミリグラム  

合 計1449．062ミリグラム  

HBO2（iⅥeもe）85．14  

Ⅱ2SiO3（1Ⅵet沌）271．7  

CO2  22．39  

甘2S  O．58  

微量成分（分光分析）  総 計1472月32ミリグラム  

Ⅱ 
。食塩土類重泉（緩相生低翫温泉）分析者川上弘秦野崎秀俊古賀臥  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症  
慢 

浴用の禁忌症  

慢 

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火  
傷、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）  

性関節リウマチ、神経痛、神経炎   

性胃晦カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させ  
る）肝臓病（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、  
肥膵症、腎臓結石又ほ肪胱結石殊に尿酸結石、陰性腎孟炎、慢性肪  

胱カタル、熱射柄、殊にその予防に有効 腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫  
吸入療法禁忌毎、結肺核、助膜炎  
適応症 悟性気管支カタル、咽喉カタル  

昭和30年6月25日  九州大学温泉治療学研究所  
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温研第43号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 小野田セメント 包ノー憾養所内湯  

ゆう 出地 大分県別府市亀川  

帽老琵誓   
小醐セメント  

‡ ゆう出地における調査及び試験成績（和和30牢7月27日）   

（1）ゆ う 出 違 毎分 43 立（動力の有無、種類及び馬力   

（2）泉  温 摂氏 42．0度（調査時における気温   

）  

摂氏33．0度）  

（3）性  〕犬 無色澄明 無味 無臭   
（4）水素イオン濃度 （P．冒．）G．80（200C）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和30年7月28日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度 （P．汀．）6．80（200C）   

（4）比重（摂氏20／4度における）仇9982  

（5）ラドン含有無   

（2）遊離鉱酸ナン   

（5）蒸発残溜物 0．8705g／kg  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

こnillこmoI  

H2SiO3（・ⅥeLA）130．0  1．665  通 計 673．23ミリグラム  

H］∃02（昔．eもi－▼） 76．63 1．748  合 計 879．86ミリグラム  

CO2  77．88  1．770  

H㌔  0．719  0．021  

微量成分（分光分析）  総 計 958．46ミリグラム  

Ⅱ 泉  質、  

、単純温泉（緩和性医張高温泉）   分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  
Ⅲ 適応症及び禁忌症  

悟性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチこ神経痛、神経炎、骨及び関節  
等の運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症左警聖還笠屋欝歪違薩歪欝詑第去就蛋監話芸の神経  

飲用り適応症  

飲用の禁忌症   

其 の 他  

昭和30年8月11日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研第47号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 海 地 獄  

ゆ う 出地 別府市大字鉄輪海地獄559番地  

帽者箆箸別剛大字鉄輪海地獄559番地              高  橋  万   吉  
Ⅰ ゆう出他における調杏及び試験成績（昭和29年3月10日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力 自然湧出）  

摂氏77．5度（調査時における気温  摂氏15．0度）  

無色澄明 無臭 収患味  

（Ⅰ｝．H．）2．11（18．00c）  

0．45マツへ／も  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  

（5）ラドン含有量  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和29年3月10日）  

t2）遊離鉱乾 アリ  無色澄明 無臭 収敷味  

（【）．H．）2．20（20がC）  

（摂氏20／4度における）1・0007  

3681nlg／lこg  

（1）性  状  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残溜物  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

nlillimり1  

H2SiO3（111e仁王む）319．0  4．086  

H月0三（metごL）55，80 1．273  

CO2  429．0   9．748  

H2S  O．390  0．011  

微量成分（分光分析）   

銅、チタン、バリウム、鉛、リチウム、ス  

通 計 3284．546ミリグラム  

合 計 3659．346ミリグラム  

総 計 4088．736ミリグラム  

l・ロンテクム、ゲルマニクム、バナ汐ソ  
（但レ化学分析ニヨリ定量レタモノノ、除ク）  

Ⅱ巷食塩酸性泉竿緊紺媚錨泉）  分析者川上弘秦野崎秀俊古賀昭人  
血適応云f及び禁忌慮三   

一一蔓性筋肉リウマチ、陳旧性梅毒、慢性皮膚病、殊   
浴用の適応症産   

浴用の禁忌定詣雪詣芸慧表警覧許皮師、興奮型の神経虹急性熱性疾患、  
飲用の適応症  
飲用の禁忌柾  

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和31年3月20日  
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温研第48号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 四ノ湯  
ゆう出地 大串県別酎市  
中論者別府市別耶役所  

荒  金  啓  治  

Ⅰゆう出地における調草及び試験成績（昭和31年2月13日）   

（1）ゆ う 出 畠 毎分 52．54立（動力の有無、種頴及び馬力 自然湧出）   

（2）泉  温 摂氏 53．0度（調査時における気温  摂氏12．0度）   

（3）性  状 無色澄明．無味無臭   

（4）水素イオン濃度 （P．軋）7．60（20．00C）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 無色澄明 無味無臭   

（3）水素イオン濃度 （P．Ⅱ．）7．80（20．00C）   

（4）比  重 （摂氏20／4度における）0．9995   

（5）蒸発残溜物1227′哩／lこ三  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

ミリバー  
ル又ほミ  
リモル  

ミリバ→ルl  

アニオン  

Cl，   

誓つノ，  

江C（つ3’  

任l’（14”  

ミリグラム  
（％）  

70．94   

3．44  

10．20  

8
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

3
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

5
 
0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
 

14．434  

1Ⅵilljr11Uユ  

3．354  通 計 9こ9．0ミリグラム  

0．648 合 計1209．1ミリグラム  

0．620  
0．023  

総 計1237．2ミリグラム  

打2qin；；（m・三b）261．8  

RBO2（meh）28．38  

CO2  27．28  
Ⅱ2S  O．796  

微量成分（分光分析）  

】江 泉  質  

弱食塩泉（緩和比低張高温鬼）  分析者Jt＝二弘春 野崎秀俊 古賀昭人  
Ⅲ 適応症及び禁忌五  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に憤痛、神経痛、殊に坐骨  
神経痛、帥遠矢．創易、痛軋 尿璧素質、慢性皮膚病  

慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃腸アトニー、弛綬性便泌（温泉な  

浴用の適応症  

浴用の禁忌咤  

■ 
飲用の適応・畦 旨蒜昌義L壱鼓笛妄言㌢貰品還こ晶岸壷、壷病重 

竺  
飲用の禁忌庵苦呈  

其 の 他 吸入療法適応症、慢性気管支カタル、咽喉カタル  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究所  
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温研第49号  
温 泉 分 析 書  

源 泉 名 的ケ浜温泉  
ゆう 出地 大分県別府市  

帽者琵別附別嗣役所  
荒  金  啓  治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2f‖4日）   
（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  温 摂氏 49．8夏（調査時における気温   摂氏14．5度）   
（3）性  状 敬白濁 傲鉱味 無臭   

（4）水素イオン濃度 （PJT．）7．58（20．ODC）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 微白濁 微鉱味 無臭   

（3）水素イオン濃度（P．江．）7ぷ（20．00C）   

（4）比重（摂氏20／4度における）0．9998   

（6）含有成分及びその分量  

（5）ラドン含有   

（2）遊離鉱酸 ナン   

（5）蒸発残溜物1304－Ⅵg／1嗜  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi‖ilIlOl  
打2SiO3（111eもa）232．4  2．977  
月玉02（－neも可 39．74  0．907  
CO2  65．20  1．482  

打2S  o．649  0．019  
微量成分（分光分析）  

丑【泉  質  

合食塩重曹泉（緩和性低張高温泉）   

通 計1141．3ミリグラム   
合 計1413．4ミリグラム  

総 計1479．3ミリグラム   

分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  
Ⅲ 適応症及び禁忌症  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷   
浴用の適応症、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、悟性附属器炎）陰性  

関節リウマチ、神経痛、神経炎  
浴用の禁忌症  

慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）  
肝臓病（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥肝症  
、腎臓結石又は肪胱結石殊に尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性肪胱ガタル  
、熱射病、殊にその予防に有効  

飲用の適応蔓  

飲用の禁忌痘 腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又は腎臓性浮逓  
其 の 他慧怠慧法還警警）レ 

管タルカ  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治痺学研究所  
－41－   



温研第50号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 宝潮見男子浴場（蒸湯）  

ゆう 出地 大分県別府市  

帽者箆誓別府市別嗣役所  
荒  金  啓  治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2月14日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分   立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（21泉  温 摂氏 59．5度（調査時における気温  摂氏14．0度）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（4）水素イオン濃度 （P．甘．）6．57（20．00C）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（3）水素イオン濃度 （P．‡王．）7．02（20．00C）   

（4）比  重 （摂氏20／4度紅おける）0．9998   

（5）蒸発残溜物1205mgハg  

（5）ラドン含有   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millinol  
貯2SiO3（meもa）306．6  3．928  
首BO2（met九）25．54  0．583  
CO2  211．6   4．808  
H2S・  0．840 0．025  
微量成分（分光分析）  

Ⅱ 泉  質  
合食塩土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

通 計 955．5ミリグラム  
合 計1287．6ミリグラム  

総 計1500．0ミリグラム   

分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷  
浴用の適応症、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）慢性  

関節タクマチ、神経痛、神経炎  
浴用の禁忌症  

慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）  

に 
腎臓結石又ほ肪  
熱射病、殊にそ  

㌫ 
効  

胱結  
の予  

石
防
、
気
核
 
 

有
 
 

殊
に
 
 

飲用の禁忌症 腎臓炎及びネフローゼ  

其 の 他  
吸入療法適応症慢性  

禁忌症 肺結  

昭和31年3月31日  

心臓性又ほ腎臓性浮腫  
管支カタル、咽喉カタル  
、肋膜炎  

九州大学温泉治韓学研究所  
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温研第51号  
温 泉 分 析 書  

源 泉 名 上的ケ浜温泉  

ゆ う 山地 大分県別府市  

帽者琵箸別附別府市役所              荒   金  啓  治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2月14日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 33．91立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  温 摂氏 50．0度（調査時における気温  摂氏14，5度）   

（3）性  状 無色澄明 炭酸味 無臭   

（4）水素イオン濃度 （P．H．）6．68（20．00C）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 無色澄明 炭敢味 無臭   

（3）水素イオン濃度 （P．H．）7．01（20．『C）   

（4）比  重 （摂氏20／4度における）0．9998   

（5）蒸発残漕物1574mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimo1   
4．089  通 計1271．8ミリグラム  

1．943  合 計1676．2ミリグラム   

3．991  

HボiO（－－1eもa）319．2  

HBO2（－¶et几）85．14  

CO2  175．6  

H2β  0．697 0．021  

微量成分（分光分析）  総 計1852月ミリグラム  

丑［泉  質   
｛ニ）合土類食塩泉（緩和性低張高温泉）   分析者 川」二弘春 野崎秀侯 古賀昭人  

Ⅲ適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 、神経痛殊に坐骨神  
高睦  

浴用の禁忌症   

飲用の適応症讐琵配詣毎苧富戸窒慧訊巴諾ア品蒜弛雛便泌（温泉なら  

胃酸過多症、殊に冷食塩泉の飲用ほ禁忌である胃潰瘍又は十二指陰潰  
飲用の遠忌症 瘍、腎臓炎、ネフローゼその他一般に腎臓性浮腫一般に浮腫のある患  

者  
其 の 他 攻入療法適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究所  
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温究第52号  温 泉 分 析 書  

と
」
ノ
 
 

源
ゆ
 
 

泉
 
 

名
地
 
 

梅園温泉  

大分県別時市  出
 
 

申請者箆誓 別府市別府市役所              荒  金 啓 治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2月14日）  
量
温
状
度
 
 

濃
 
 

出
 
 
 
ソ
 
 

オ
 
 

」
h
ノ
 
 
 
 
 
イ
 
 

素
 
ゆ
泉
性
水
 
 
 

l
 
n
ム
3
4
 
 

毎分  7．590立（動力の有無、種類及び馬力   ）  

摂氏  60．0度（調査時笹おける気温摂氏15．0度）  
無色澄明 無味無臭  
（上）．軋）6．53（20．00C）  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（5）蒸発残溜物1149－¶g／kg  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   
（1）性  状 無色澄明 無味無臭   
（3）水素イオン濃度（P月．）7．05（20．00C）   
（4）比重（摂氏20／4度における）0．9995   
（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mjllimol  
182．0  2．331  

34．05  0．777  

199．3  4．529  

0．867  0．026  

Ⅱ2SiO3（meh）  

ⅡBO2（meね）  

CO2  
貯2β  
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適
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微量成分（分光分析）  

Ⅱ 泉  質   
q合食塩土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

総 計1407．1ミリグラム   

分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火  
傷慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）慢  
性関節リウマチ、神経痛、神経炎  

浴田の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症   

飲用の禁忌症  

其 の 他  

慢性胃腸カタル、胃酸過  
る）肝臓病（肝炎）と胆  

多
道
 
 

重
炎
結
 
 

冷
性
臓
 
 

（
樟
腎
 
 

症
 
 
 
 
症
町
、
 
 

曹
症
 
 

泉ほこれを加温して飲用させ  
、慢性肪胱カタル、糖尿病、  

痛聞及び尿酸素質、肥肝  石又ほ肪胱結石殊に尿酸結石  
悍性腎孟炎、熱射病、殊にその予防に有効  
腎臓炎及びネプロ→ゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫  
吸入療法適応症  

禁忌症  
慢性気管支カタル、咽喉カタル  
肺結核、肋膜炎  

九州大学温泉治痺学研究所   

－44－   

昭和31年3月31日  



温 泉 分 析 書  温研第53号  

濾 泉 名 鶴寿温泉  

ゆう出地 大分県別府市  
中話者別府市別府市役所              荒   

金  啓  治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2月13日）   
（1）ゆ う 出 量 毎分 14．07立（動力か有無、軽類及び馬力   ）   

（21泉  温 ∃某氏  56．0度（調査時匿おける気温 摂氏11．1度）   
（3）性  状 白濁 弱酸味 無臭   
（4）水素イオン濃度（P．H．二）2．35（20．0〕C）  

‡ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   
（1）性  状 白濁 弱薮味 無臭   

（3）水素イオン濃度（P．H．）2．40（20．00C）  

（5）ラドン含有量   

（21遊離婁酸 アリ  

（6）含有成分及びその分量  
お
 
 

に
 
 

k
g
 
 

／
／
 
O
 
g
 
 

‥
．
．
バ
 
 

（4）比  重（摂  
（5）蒸発残摺物 962   

ける）0．9999  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

リ  曾＼ 
 ミリバー  

＼一 ′ －／  
一
フ
 
 
 

グ
 
 

リ
 
 

ヽ
、
、
 
 
 

ン
 
 
 

オ
 
 
 

ニ
 
 
 

ア
 
 
 

レ
 
 
ノ
 
 

！ミ   

ム
 
 
 

】
フ
 
 
 

グ
 
 

ム…ル又は  
リモル  ， （〆）   

4．125 4．092． 42．01  

55．64   2．420  24．84  

HSO塵，  

C17  

SO4‖  

H盟PO4■  

S203－】  

K－ 1  7．102：  0．182 1．87  

16．60  

4．361  

4．525  

0．625  

14．55  

1．105  

8
 

2
 

8
3
5
 

0．056至  0．001  

millimoI   
H望SiO3（m占ta）20i．8  2．622  
HBOB （meta） 4．5ヰ1 0．104  
日BS  F；．095 0．203  
CO2  1．723 2．824  
微量成分（分党分析）  

風 泉  質  
酸性硫化水素泉（緊張性低張高温泉）  

孤＋適応症及び禁忌症  

通 計 775．8ミリグラム  
合 計 985．2ミリグラム   

総 計1163．6ミリグラム  

分析者 川上弘秦 野崎秀佐 古賀昭人  

又
鎗
附
 
 

毒
性
、
 
 

梅
憤
炎
 
性
ほ
膜
 
 

喜
又
内
 
 

陣
症
官
 
 

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、 ほ 

変性梅毒、殊に昔髄串l憎性金酔「－毒症（■慢性水銀中毒  
浴用の適応症 苗芸這等デ誌還送ご還握立遥遠二番i立蒜芸露違憲′」浦  

患岸炎）心境弁挟症  
生子  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  
常習便秘、慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、糖尿病、慢性  
金麗中毒症、神経痛、神経麻痺、慢性気管支カタル  

飲用の禁忌症 結核性疾患殊に肺結核、下痢又ほ下痢の傾匠ある場合  
其 の 他  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究所   

…45…  



温研第54号  温 泉 分 析 害  

弓ケ演温泉  

大事県別百市  

名
 
 
 

泉
 
 

、
h
ノ
 
 

濾
ゆ
 
 

出  

申請者貰鷲別府市別嗣役所              荒  金  啓  治  
‡ ゆう出地における調査数び試験成績（昭和31年2月14日）   

（1）ゆ う 出 塁 毎分 19．37立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（21泉  逼 摂氏  47．0度（訴査暗における気温 摂氏14．0度）   
（3）性  状 無色澄明 弱異酸味 無臭   

（4）水素イオγ置娃（P且）6．40（20．00C）  （5）ラドン含有量  

Ⅱ 試論童に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 襖弱黄褐色徴混濁 弱炭酸味 無臭 （21遊離鉱酸 ナシ   
（3）71く素イオン濃庶（P．H．）7．00（20．0〇C）   

（4）比  更（摂氏20／4度における）0．9999  
持）蒸ヲ吉残溜物1146mgノkg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

l  

I カチオン1ミリ  グラム盲i是這て  
lリモル  

ミリバー  

ル又はミ  
リモル  

アニオン  

Cl－   

SO4‖  

HCO3コ HPO生7）  

3．281！ 0．118 J   

o．020茎  0．002  

4．601  

1．843  

11．867  

0．018  

0
 
6
 
4
 
0
 
 

1
 
0
 
7
 
1
 
 

5
 
0
 
4
 
0
 
 

2
 
1
 
穴
U
 
 

49．93  

3．69  

36．76  

8．77  

0．64  

0．01  

0．09  

0．11  

0．016  

0．020   

18，329  

．－  

100．00篭 喜1  

millimo1   
3．8■73   

0。453   

6．954  

H3SiO3（meta）302，4  
HBO2 （meta）19．87  
CO2  306．0  

通 計 1371．9ミリグラム  
ー合 計 1694ユミリグラム   

絵 計 2001．2ミリグラム  H2S  l，088 0．030  
緻量成分（零う巳分析）  

Ⅲ 泉  質  
〔ノ1合食塩土類霹曹泉（窪和性抵転宿温泉） 分析者 川上弘春 野崎秀佐 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  
ヒステリ←及び紳経責弱、 殊に頭部弄血の   

浴用の適応症 慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慣性子宮内  

節リウマチ、神経症、神経炎   
浴悶の禁忌症  

創傷、火傷、  
展  

の
掴
 
も
性
 
 

る
 
 

あ
，
 
向
炎
 
 

傾
膜
 
 
 

カ
肝
又
に
 
 

暢
（
石
殊
 
 

胃
病
菰
、
 
 

性
臆
臆
病
 
 

慢
肝
腎
射
 
 

胃酸過多症（冷重曹泉にこれを加温して飲鞘させる）  ル
、
ト
捌
 
 

夕
炎
は
 
 

と胆道の堅引斐炎症∴糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥肝症  

飲悶の適応症 品                 I弓  

射  

妹  石
 
結
 
 

光
 
 

予  その  

飲用の禁忌症 腎庸炎及びネフローゼ、心接性又は腎臓性浮腫  
牧人療法禁忌症、肺結穆、肋膜炎、適応性、慢性気管支カタル、咽喉カ  
タル  

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和31年3月31日  

‥・46・・・  



温 泉 分 析 書  温研第55号  

源 泉 名 義醍温泉  

ゆう出地 大分県別府市  

申請者琵鷲別府市別嗣役所              荒   金  啓  治  

Ⅰ ゆう出他における調査及び試技成績（昭和31年2月14［i）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力 引揚）   

（2）泉  温 摂氏 54．5度（調査時における気温 摂氏12．5度）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（4）水素イオン濃密（P．H．）6．40（20．0つC）  

‡ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度（P．H．）6．52（20．0つC）   

（4）此  重（摂氏20ノ4変における）0．9990   

（5）蒸発浅沼物 4651ng／kg  

（5）ラドソ含有量  

（2）遊離錨較 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（71（中1キログラム中に含有する分量）  

ミリバー  

ル又はミ  

リモ／レ  

ミリグラム  カチオン】ミリグラム  

21．20  

39．66  

0．03  

39．11  

28．261 0．797  

1．491  

0．001  

1．470  1…：；喜⊆ 3：；…芸  ∵ ＿、．－∴  6
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0
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l
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町
 
 

0.000 

0．005  

0．006  

3．759】 100．00  

millilnOI  
H2SiO3（meta）131．6  1．685  通 計  

HBO3 （meta） 42．57  0．971  合 計  

COB  55．00 1．250  

303．9ミリグラム  

478．1ミリグラム  

H2S  O．789  0．023  総 計  533．9ミリグラム  

枚量成分（分光分析）  

硯 泉  質   
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀使 古賀昭人  

皿適応症及び禁忌症  
、神経炎、骨及び関節等  

浴用の適応症品芸ア完姦差孟宗チ姦  

浴用の禁忌症羞筐慧竃崇警芸筐歪嘉、（悪霊謂監誓‡誓覧一Ⅰ鑑、月評の神経症   

飲用の適応症   
飲用の禁忌症   

其 の 他‾  

昭和3】．年3月31日  九州大学温泉治積学研究所   

…47叫  



温研第56号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 書弘温泉  

ゆう出地 大分県別府市  

中話者琵箸別府市別府市鮒             荒   金  啓  治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年2月13日）   

（1）ゆ う 出 塁 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力 引湯）   

（2）泉  温 摂氏  45．5度（調査時における気温 摂氏11．5慶）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（4）フk蓑イオン濃斐（P．H．）6．70（20．0りC）  

耳 試験室に戯ける試験成績（昭和31年2月15日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（3）水素イオン濃匿（P．H．）6．72（20．0つC）   

（4）比  重（摂氏20ノ4慶における）0．9982   

（5）蒸発餞摺物 429mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中紅含有する分量）  

millimol  

l．703  通 計  278．4ミリグラム   

0．518  合 計  434・1ミリグラム   
0．940   

H2SiO3（meta）133．O  

H月0望 （nleta） 22．71  

CO2  41．36  
臨S  O．697 0．020  総 計  476．2ミリグラム  

絨豊成分（分光分析）  

Ⅲ 泉  質  
分析者 川上弘秦 野崎秀佐 古賀昭人  単純温泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ適応症及び禁忌症  

、神経炎、骨及び関節等  
浴用の適応症蒜昌子完忘遠蒜昌子  

浴用の禁忌症 、の神鮎   （姦   
飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  
昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究研   

‥・48…  



温研第57号  温 泉 分 析 書  

漁 泉 名 永石温泉女子浴場  

ゆう出地 大分県別府市  

帽者琵別府市別府市役所  
荒  金  啓  治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験攻績（昭和31年2月14［り   

（1）ゆ う Hl岩 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  温 摂氏  52．0度（調査時における気温 摂氏14．5度）   

（3）性  状 無色澄明 無韓無臭 弱炭酸味   

（4）フ一く素イオン濃度（P．H．）7．10（20．0ユC）  （5）ラドン含有量  

Ⅰ 試験窒に於ける試験成績（昭和31年2月16日）   

（1）性  状 無色澄明 無味無臭 弱炭酸味（2）遊離鉱酸 ナシ   
（3）水素イオン濃度（P．H．）7．13（20．0つC）   

（4）比  蚕（摂氏20ノ4変における）0．9993   

（5）蒸発残溜物1166mgノkg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

1nillimo1   
2．671   
0．582  
2．490  

H2SiO3（meta）208．6  
HBO，（meta） 25．54  
CO2  109，6  

通 計 1007．1ミリグラム  
合 計 1241．8ミリグラム  

総 計 1351．8ミリグラム  H2S  O．935  0．027  
紋量成分（分光分析）  

Ⅲの普食塩土類蚕重曹泉（約性底嵩高温泉）分肝者川上弘秦野崎秀俊∵古賀昭人          質   
凰 適応症及び禁忌症  

ヒステリー及び神経衰弱殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷、慢   
浴用の適応症 性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附尾芹炎）、慢性関  

節リウマチ、神経痛、神経炎   
浴用の禁忌症  

慢性胃腸カタ／レ、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲岡させる）  
肝
腎
 
臆
 

病  
と
胱
予
ロ
、
 
 

）
膀
の
フ
症
 
炎
ほ
そ
ネ
忌
 
 

肝
又
に
び
禁
 
′
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L
＼
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の慢性炎症、糖尿病、痛風及びん長酸素質、肥肝症、  道
 
 
 

飲開の適応症  
臓
 
 

石
殊
及
法
 
 

病
 
 

結   石殊に尿喪結石、慢性腎孟炎、慢性膀胱カタノL、熱  
射  

飲用の禁忌症 腎臓  
防に有効  
－ゼ、心臓性又ほ腎臓浮腫  
肺結核、肋膜炎、適応症、慢性気管支カタル、咽喉力  

九州大学温泉治療学研究所  

！・・49・‥   

吸入  
クル   

其 の 他  

昭和31年3月31日  



温研第58号  渥 泉 分 析 書  

源 泉 名 石武温泉  

ゆう出地 大分県大分郡湯布院町  

中話者琵聖断院町湯布院町役場             岩  男   顛  一  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年12月3日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  混 摂氏  57．0度（調査時における気温 摂氏11．5度）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（4）水素イオン濃度（P．拝．）8．65（20．00C）  

震 試験茸に於ける試験成績（昭和30年12月5日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度（P月．）8．51「20．00C）   

（4）比  貢（摂氏20／4度における）1．0001   

（5）蒸発残摺物 759．1mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊雑鉱酸 サシ  

匝）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimol  

日2SiO3（meta）208．6  2．672  通 計  566．7ミリグラム  

合 計  775．3ミリグラム  
総 計  775．3ミリグラム   

紋量成分（分光分析）  

E 泉  質 ⊥  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅷ適応症及び禁忌症  

浴踊の適応症讐認諾蒜茎ア完遠筐筐警警蒜表芸チ姦悪悪霊、神経炎、骨及び関節等  

浴用の禁忌症 
、型の神経症   （蔽   

飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

昭和31年3月31日  九州大学温泉沿療学研究所   

…50日  



湿 泉 分 析 書  温研第59号  

波 泉 名 石松温泉  

ゆう出地 大分県大分郡湯布院町  

帽者琵誓朗院町湯布院町掴              岩  男   
第  一  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年12月3日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  温 摂氏  77．5虔（調査時紅おける気温 摂氏125度）   

t3）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（4）水素イオン濃度（P．H．）8．02（20・0つC）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和30年12月5日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度（P．H．）8．15r20．0つC）   

（41比  重（摂氏20／4度における）1．0004   

（5）蒸発浅沼物 852．O mg／1（g  

（5）ラドン含有量   

（2）遊雑鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimoI   
H2SiO3（meta）207．2  2．654  通 計  713．1ミリグラム   

HBOB （meta） 2．635 0．600  合 計  923．0ミリグラム  

COB  32．03  0．728   

HコS  O．680 0．020  総 計  955．7ミリグラム  

後室成分（分光分析）  

恐 泉  質  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀佐 古賀昭人  

Ⅲ適応症及び禁忌症  

浴用の適応症讐慧雲望遠芸謁転置筐雪雲晶晶昌子姦慧琵琶、神経炎、骨及び関節等  

浴用の禁忌症謂雷詣讐慧筐歪、夏琴精詣型の神経症   
巌   

飲用の適応症   

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析 書  温研第60号  

漁 泉 名 山崎温泉  
ゆう出∴地 大分県大分郡湯布院町  

朗院町湯布院町役場  
中話者賃誓  岩  男  頴  一  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年12月3日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 45．94立（動力の有無、種類及び馬力 引湯）   

（2）泉  温 摂氏  48．0度（調査時における気温 摂氏12・5虔）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（4）7k素イオン濃度（P．H．）8．68（20．00C）  

甘 試験室に靡ける試験成績（昭和31年12月5日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度（P．H．）8．60（20．00C）   

（4）此  雷（摂氏20ノ4慶における）1．0001   

（5）蒸発餞摺物 565．2mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimol   

Ⅱ望SiO3（meta）152．6  1．955  通 計  486．0ミリグラム  

合 計  638．6ミリグラム  

総 計  638．6ミリグラム  

徹量成分（分光分析）  

温 泉  質 1  

単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀佐 古賀暗人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、耐経痛、神経炎、骨及び関節等  
の運動蕾障害、外傷性障害の後療法、  

心臓病の・代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腸等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  
昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究明   
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温研第61号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 奥江温泉  

ゆう出地 大分県大分県湯布院町  

帽者琵誓湯布院町湯布院町役場              岩  男   頴  一  
Ⅰ ゆう出地における調査及び試験式績（昭和31年12月4日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 15．21立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（2）泉  温 摂氏  41．0度（調査時における気温 摂氏9．5度）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   

（4）水素イオン濃度（P．H．）7．75（20．0つC）  

‡ 試験室に於ける試験成績（昭和31年12月5日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
13）水素イオン濃度（P．H．）7．80（20．0つC）   

（4）比  重（摂氏20／4塵における）0．9995   

（5）蒸発残惜物 268mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

ミリバー  
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通 計 121．4ミリグラム  
合 計   252．5ミリグラム  

総 計  265．2ミリグラム  

H盟SiO3（meta）128．8  
HBO2 （meta） 22．83  
CO望  12．35  
H2S  6．340  
検量成分（分光分析）  

Ⅱ泉 質  
張高温泉）  分析者川上弘秦野崎秀佐古賀昭人  

Ⅶ慧誤漂慧   
慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、耐経痔、神経炎、骨及び関節等  
の運動希障害、外傷性障害の後棒法、疲労回復  
心境病の代鰐擁能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  
昭和31年3月31日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研第62号  
温  泉 分 析 吾  

源 泉 名 朝霧温泉  

ゆう出地 大分県大分郡湯布院町  

湯布院町湯布院町役場  
申請増誓  岩  男  頴  一  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年12月3日）   

（1）ゆ う たH 量 毎分 24．88立（動力の有無、種類及び馬力   ）   

（21泉  温 摂氏  53．0度（調査時における気温 摂氏10．5度）   

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（4）水素イオン濃度（PL汀．）7．41（20．00C）  

丑 試験室に於ける試験成績（昭和30年12月5日）   

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭   
（3）水素イオン濃度（P．H．）7．48（20．00C）   

（4）比  重（摂氏20ノ4度における）0．9997   
（5）蒸発残溜物 761mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（21遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimoI   
H3SiO3（meta） 1．713 0．039  通 計  6061ミリグラム  

HBO五 （meta）168．0  2．152  合 計   775．8ミリグラム  

CO2  44．04  1．001  

H望S  O．170 0．005  総 計  820．0ミリグラム  

彼量成分（分光分析）  

伍 泉  質  
単純温泉（綬和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野暗秀俊 吉賀昭人  

Ⅲ適応症及び禁忌症  

浴用の適応症讐望芸芸蒜芸ア完顔提瑳誓票差晶昌子姦慧悪霊、神経炎、骨及び関節等  

浴用の禁忌症主産雷窟袋讐慧詣嘉、戯謂霊等i？覧戯静還訝の神経症   
飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

昭和31年3月31日  九州大学温泉治痺学研究所   
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大分県温泉分光分析報告書  

別  府  温  泉  

九州大学温泉治療学研究所   

1．緒  

昭和三十年度大分県温泉調査研究会の依靡により昭和二十九年度、昭和三十年度に化学  

分析を行った十九箇所の温泉につき、島津製QF－60型水晶分光写真券を用い温泉中の微   

量成分の調査を行った。  

2．温泉の採取   

温泉水の化学的調一客と同じく湯桶より採取した。  

3・分領分析成績書   

別紙（－什中等量＋緻量）  

4．考  接  

（A） 各温泉棟量成分数  

9 成分  松涛、永石女子、重潮男子浴場（蒸湯）  

8 成分  薬師、北町、梅園、弓ケ洩  

7 成分  寿、弓伶、望潮．的ケ濱、鶴寿、演協、書弘  

6 成分  地蔵、四の湯  

5 成分  初夢怨、ヒ的ケ喜、白石  

（B）銅、枇素、亜乱 ゲルマニウムの定量値  

温研紀要 昭和30年第7巷第4号参照  
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温泉分光分析成績書   
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弓 松 温 泉  

＋  As Zn V Li  a
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望 潮 温 泉  

Li  
＋  As Zn Cu Ag Ti Ba  

地 蔵 温 泉  
＋  As Zn V Cu Ti Ba  

四  の  湯  
＋＋  Li  

As Zn Cu Ti Ba  

的ケ適温泉  
＋＋  Li  
⊥  Ti Mo Ba cu As Zn  

蛋漸温泉（蒸湯）男子浴場  
－  Li  

Ag Ti Mo Ba As Zn Ge   

Cu Ti As Zn  

Cu  

上的ケ濱温泉  
Li  

梅 園 温 泉  
十十  Li  
＋＋  Cu  

鶴 寿 温 泉  
As  

弓 ケ 轟温泉 ■  
IJi  

＋  Ti  

濱 脇 温 泉  
Ⅴ  

富 弘 温 泉  
As  

永石温泉女子浴場  
－  Li  

⊥  Cu  

Ag Ti Mo Ba As Zn   

Zn Cu V Ti Mo Sr  

Mo Ba Cu As Zn Ge   

Cu Ag Ti Ba Sr As   

Zn Cu V Li Ti Mo  

Ag Ti Mo Ba Sr As Zn   

註 イオン表に表示した成分は分光分析成績より除く  

昭和31年3月31日  

九州大学温泉治療学研究所  
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大分県温泉調査報告  

大分県衛生研究所   

1．緒  問   

昭和30年度、衛生研究所忙於いて、温泉分析戊行った結果をまとめて報告する。侍昭  

和29年度に分析したものの中30年度のものと同一の試験法によったもの1件もこの中匿  

含めた。  

2．分析方法   

主として厚生省衛生検査指針（鉱泉分析法指針）によったがこれ紅記載されている以外  

の分析法を用いたものもある。  

分析法を略記すれほ  

Na一  酪酸ウラニル法（比色）  

K●  ヘキシルナ1、リウム法  

Ca‥，Mg‥ E．T．A法  

Cl，，モール法  

N払’，Fe・F，Fe．”，Mn・．，Al．’’，HPO4”，HAsO4‖，貿BO込，比色法  

SO。－’，H2SiO3，露量法  

HcO3，，CO3り，H2S，容量法  

P王‡  現地に放ては比色（試験紙）試験室でほガラス電極  

3。汲泉の鍔額   

濾泉水をその望ま浴簡紅引いてある場合は、ゆう出口に於て採取及び現地試験を行った  

が、瀕泉に立入ることが出来ない等、止むを得ない場合はゆう出口紅最も近い場所で試料  

の採取及び現地試験を行った。  

4。温泉分析成輯書   

別 紙  

5．泉   

地 域   

別府市   

別府市   

別府市   

別府市  

領  

地 区  濾泉名  泉  質   

亀  川  天 然 砂 湯  弱 食 塩 泉   

鉄  輪  ひようたん温泉  弱 食 塩 泉  

照波園  久  香  泉  弱 食 塩 泉  

北  町  山  光  泉  単 純 温 泉  

‥■57‥t  

（緩和性低張高温泉）  

（綬和性低礪高温泉）  

（綬和性低張高温泉）  

（緩和性低張高温泉）   



つ る み 泉  単 純 温 泉 （緩和性低張高温泉）  

第  の  湯  単 純 温 泉 （渡部性低額高温泉）  

由布院部除温泉  弱 食 塩 泉 （緩和性倍張高温泉）  

薬  師 泉 含重曹炭酸弱食塩泉（綾和性低張冷鉱泉）  

芹 川 堤 東  京炭酸土塀泉 （綬和性倍張高温泉）   

横 枕 温 泉  重炭酸土類泉 （緩和性低張温泉）  

水郷日田温泉  単 純 温 泉 （緩和性低張微温泉）  

第 一  号 口 温泉申分折法の規定による泉質の分類不能  

別府市  北  町  

湯布院町  由布院  

揚布院町  由布院  

臼杵市  六ケ迫   

直入町  長  湯   

直入町  長  湯   

日 田市  大写経き   

宇 目 村  藤河円  

6．考  察   

衛生研究所の性格上、この分析の全てが依頼試験であl）、分析個所ほ殆んど県下全般に  

わたっているが、自主的に重点的研究を行うことが崗雉であるため、この報告が単なる分  

析の記録として止まらざるを得ないのは遺憾であるが、分析途上に於て見出された一、ニ  

の知見について以下忙略述する。  

祉素を含有せる温泉例  

山光泉 HAsO2 （メタヒ 酸） 痕跡  

つるみ泉  〝  〝  〝  

別府北町  

t■  

久香兵 AsO3 （メタ亜ヒ酸） 0．88mgノkg 別府照披国   

正式の温泉分析を行ったものの中でほ上の3例のみであったが、久香泉の場合、温泉と  

してはその含有量が多いので、この成分の特性上、慎重を期し、久香泉附近の温泉5ケ所  

井戸1ケ所について、Asのみ   

を対絹にグーヤプアイ1、法に   

よる検出反応を試みてみた。   

場所ほ図紅示す様に、久香泉  

を中心として電停、聖人ケ濱  

より照故国に至る鉄道より山  

手の聖人町一帯である。  

井戸よりAsほ全く検出されなかったが、温泉5オ所（久香泉を含めて6ケ所）全部か  

らAsを検出した。  

プロム水銀紙の変色域よりその量を比戟すれば  

プロム水銀紙変色域  

温泉 ① （久香泉）  3cm   （ÅsO3として0．88mg／kg）  

（診  6cm  

・‥58＝，   



㊥   

④   

（参   

ゆ  

4 cm   

6cm   

3cm   

8cm   

O   丁】l戸  

以上の結果よりこの地域一帯の温泉にほAsを多量紅含有することがわかった。   

この附近の温泉ほ泉温が高く（大体900C以上、なかば噴気の所もある）泉質ほおゝむ  

ね弱食塩泉に施するものと思われる。塩味を有するため常飲用ほ行われていないらしいが  

飲用療法等の目的で長期にわたり常用する場合ほ注意を要するのでほなかろうか。椅久香  

泉の飲鱒適応症についてほ現在厚生省に照会中である。又北町（田の湯）附近にも痕跡程  

度でほあるがAsを検出しており（グー1、ツ丁イト法）別府市に於ける温泉中の批案分布  

ほ相当広範囲にわたっていると見なければなるまい。   

これら紅ついては粒会を見てもつと研究を進めてみたいと思っている。  
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荷研温1号  
温  

泉 分 析 書  

源 泉 名 亀川温泉（天然砂湯）  

ゆう出地 別府苗亀川町大字竜字轟田九九一地地ノ六  

大分市新川大分交通株式会社  
帽者  祀長 松  岡  能  秀  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和29年6月25日）  

（砂層表面ゆう出量）毎分約20立（干潮時）砂浴使用面積約30坪  
摂氏 57度（調査時における気温 摂氏24度）  

白濁を呈し後に観昧を有し臭気殆んど無し  

（P．且）7．6（比色法）  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  

宜 試験室に於ける試験成緻（昭和29年9月16日）  

白濁を呈し微に鹸味を有し臭気殆んど無し  （1）性  状  

（2）遊 離 鉱 酸  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  
（5）蒸発戌溜物   

ナ  シ  

（P．H．）7．12（硝子電極）  

（摂氏26度における）1．0008  

3101．5mg／kg  匝）含有成分及びその分量  

（本水中1キログラム中に含有する分量）   

打2SiO3  209．20ミ＼リグラム  

HBO3  9．99ミリグラム  

CO2  21．98ミリグラム   

其の他 痕跡イオソ N罠4フ  Br｝  

芭 一兵  質  

弱食塩泉（緩和性佐張高温泉）  

Ⅷ適応症及び禁忌症  
経痛（殊醜骨神  

浴用の適踵蒜：完蒜晶、  
熱性疾患、蟻仲状態、（結核及び悪性腫瘍等）  
行中の疾患、慢性腎臓炎殊に急性腎臓炎  浴用の禁忌症芸妄芸詣荒要語宗篭  

飲用の適応症  

欽円の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師 五  家  直  彦  

溝  口  昇  

大分県衛生研究所  

∴80・・・   

昭和29年9月27日  



温 泉 分 析 書  衛研温帯2号  

汲 泉 名 水郷日田温泉  
ゆう出地 日田市大字隈宇田中町200番地  

目田観光協会 
帽者琵雪 酉   常 次  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年1月11El）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  90立（動力 電動ポンプ匠より揚水）   

（2）泉  温 摂氏 28度（調査時匿おける気温 摂氏8度）   
（3）性  状 無色透明 殆んど無味 無臭   

（4）水素イオン濃度（P．H．）7．4（比色法）  

Ⅰ 試験窒に於ける試験成績（昭和30軍1月14日）   

（1）性  状 無色澄明 殆んど無味 無臭 （2）遊離鉱酸 ナシ   
（3）水素イオン濃度（P．H．）7．41（ガラス電極）   

（4）比  重（摂氏20虔における）10003   
（5）蒸発餞溜物183．2mgノkg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

匝）含有成分及びその分量  

（本水中1キログラム中に含有する分量）  

H3SiO3  72．31ミリグラム  

CO℡  3．55ミリグラム  
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リグラム  

リグラム  

リグラム  

其の他 ナシ  

立 泉  質   

単純温泉（綬和性低張高温泉）  

皿適応症及び禁忌症  

浴用の適応症讐豊慧悪品量子完逸琶語誓宏蒜蒜芸子遠賀琶慧、神経炎、骨及び関節等  
心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の禁忌症   

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師 後  藤  秀  人  

港  口  昇  
昭和30年2月22日  大分県衛生研究所  

－・・61…   



衛研温帯3号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 藤河内温泉第一号口  

ゆう出地 宇目村藤河内渓谷  
南海部郡宇目村字藤河内  

申請者  佐  保  恒  彦  

Ⅰ ゆう出地紅おける調査及び試験成績（昭和30年ア月12日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分  6立（動力 ナシ、自然湧出）   
（2）泉  温 摂氏 24．5度（調査時における気温 摂氏28慶）   

（3）性  状 無色透明 殆んど無味 無臭   
（4）水素イオン濃度（P．H・）7．6（比色法）  

耳 試験室に於ける試験成績（昭和30年8月20日）   

（1）性  状 無色透明 殆んど無味 無臭 （2）遊離鉱酸 ナシ   
（3）水素イオン濃定（P．H．）8．2（此色法）   

（4）比  重（摂氏25蜜紅おける）1．0002   

（5）蒸発餞摺物 281．8mg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム車に含有する分量）  

ミリグラム  ル又ほミ  
リモル  

ル又ほミ  
リモル  

カチオンlミリグラム  

34．091 0．9613  

M
g
 
 

貯
抽
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0．4904  

1．4989  

0，2839  

こ－∴ ．＿＝  
23．53  

1ミCO3，・ 91．45  

CO3’1■   8．52  

計 1157．59！3．2345  

H苫SiO3  50．14ミリグラム  通 計  222．46ミリグラム  

合 計  272．50ミリグラム  
総 計  272．50ミリグラム  

其の他  

温 泉  質  
温泉法の規定革よる「温泉」であるが温泉申分析法の規定による泉質の分類は出来ない  

分析者  大分県衛生研究所技師 後  藤  秀  人  

萬  口  昇  

昭和30年9月26E】  大分県衛生研究所  

‥・62…   



衛研温第4号  泉 分 析 書  、：∴州  
川Il．  

汝 泉 名 由布院温泉署の湯  
秒う出地 湯布院町大字川上3015の1番地  

申請者琵芸大分郡湯布院町大字川上              金  沢   
チ  カ  

Ⅰ ゆう出地紅おける調査及び試験成績（昭和30年7月21日）  

＝ ゆ う 出 量 毎分 10立（動力 ナシ、自然湧出）   
i2）泉  温 摂氏 47．5度（調査時における気温 摂氏27．2度）   

（3）性  状 白濁 無色透明 殆んど無味 無臭   

（4）水素イオン濃度（P．H．）7。0（比色法）  

丑 試験室匿於ける試験成績（昭和30年8月20日）   

（1）性  状 無色透明 殆んど無味無臭   （21遊離鉱酸 ナシ   

13）水素イオン濃度（P．H．） 7．8（比色法）   

（4）比  重（摂氏25度における）1．0001   

（5）蒸発残溜物414．6mg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本水中1キログラム中紅含有する分量）  

ミリグラム垂昔登慧ミ  
アニオン】ミリグラム  カチオン  
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H召SiO3  137．80ミソグラム  

CO2  26．45ミリグラム  

其の他 FeH；痕跡  

瓦 泉  質  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  

迅 速応症及び禁忌症  

通 計  273．50ミリグラム  

合 計  411．30ミリグラム  
総 計  437．75ミリグラム  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等  
の遊動器障害、外宮性障害の後療法、疲努回復  浴偏の適応症  

、 

浴用の禁忌症基還置歪（芸等』添 

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

今析著  大分県衛生研究所技師 後  藤  秀  人  

轟  口  昇  

大分県待生研究所  

…63＝t   

昭和30年9月23日  



湿 泉 分 析 書  衛研温帯5号  

源 泉 名 薬 師 泉  

ゆう出地 臼杵市大芋藤河内1841番地の1  

申請者琵誓臼杵市大字藤河醐27番地の1             帝  藤  寅  生  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年11月4日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 0・5宣（動力 ナシ）   

（2）泉  温 摂氏16．2慶（調査時における気温 摂氏16・8度）   

（3）佐  状 無色透明 張い炭酸味と弱塩味を有し殆んど無臭   
（4）水素イオン濃度（P・H・）65（比色法）  

召 試験室に於ける試験成績（昭和30年11月15日）   

（1）性  状 褐色の混濁、弱塩味及び炭酸味を有し殆んど無臭   

（2）遊 離 拡 散 ナシ   

（3）水素イオン濃度（P．H．）6・15（ガラス電極）   

14）比     重（摂氏15度における）1・0042   
（5）蒸発残溜物 5633．Omg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中忙含有する分量）  

141ユ8ミリグラム  
1280、81ミリグラム  

通 計  6468．91  
合 計  6610．09  
総 計  7890．90  

H電SiO3  

CO2  

其の他  
祖 泉  
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含重曹、炭酸弱食塩泉（緩和性低張冷鉱泉）  
諷 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、創傷、火傷、悼性皮膚病、慢性  
婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附麗器炎）  

すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、煉陣状態（結核及び悪性腫瘍）、  
高度の心臓病及び病性進行中の疾患  

俗用の適応症   

浴用の禁忌症  

肥肝症、鮒病雛その予防、 ≡－一 欽吊の通蟻晶晶蒜旨忘品芸；ニ 二  
琵 浮腫のある場合、胃清瘍及び十＝結腸潰瘍、接  腎臓炎及びネプロ   

飲用の禁忌症  性蝮膜炎又ほ鼓腸のある患者、描充血の傾向ある患者  
吸入 療 法 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

（適応症）  

大分県衛生研究所技師 岡  
轟  口  

大分県衛生研究所  

‥・64…  

分析者   

昭和30年12月8日  

養   成  
昇   



衛研温第6号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 ひようたん温泉  
ゆう出地 別府市鉄輪262番地の2  

申請者琵誓別府市鉄輪160番地             河   

野  藤  嘉  
Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年11月1日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 15立（動力 ナシ）   
（21泉  温 摂氏 70．0度（調査時における気温 摂氏19．0度）   

（3）性  状 無色透明 殆んど無味 無臭   

（4）水素イオン濃度（P．H．） 7．2（比巨法）  

Ⅰ 試験室に於ける試験成績（昭和30年11815日）  
状 無色透明 殆んど無味 無臭 （21遊離鉱酸 ナシ  1

 
3
 
 

性
 
 
7k素イオン濃度（P．H．）7．25（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏15度における）1．004  
（5）蒸発残摺物1179．8mg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H，SiO3  197．08ミリグラム  
CO2  23．73ミリグラム  

その他 HN曇● 痕跡  

恐 泉  質  
弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

通 計   963．26ミリグラム  
合 計 1160．34ミリグラム  
総 計 1184．07ミリグラム  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神  
経痛、神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病  

すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、煉枠状態（結核及び悪性腫瘍等）、  
高度の心臓病及び病性進行中の疾患  

慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃腸アトニー、弛緩性便秘（冷却して  
飲用）、貧血症、肥肝症、晩病質  

胃酸過多症、胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、腎臓炎、ネフロ【ゼ、その他一  
般に腎臓性浮腱、一般忙浮腫のある疾患  

慢性気管支カタル、咽喉カタル  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症   

飲用の適応症   

飲用の禁忌症  

吸 入 療 法  
（適応症）  

分析者  大分県衛生研究所技師 同  
港  ロ  

義  盛  
昇   

昭和30年12月8日  大分県衛生研究所   

‥・65…  



温 泉 分 析 書  衛研温帯7号  

源 泉 名 由布院部隊温泉  
ゆう出地 湯布院町大字川上1021番地  
申請者琵誓熊本市辛島町88大一水土建瓢K・              田 村 初 代 美  

l ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年11月9日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 60立（動力 ナシ）   

（2）泉  温 摂氏 89．0度（調査時における気温 摂氏12・8度）   

周 性  状 無色透明 殆んど無味 無臭   
（4）水素イオン濃密（P・H．）7・4（比色法）  

華 試験董に於ける試験成持（昭和30年11月15日）   

（1卜性  状 無色透明 殆んど無味 無臭 （2）遊離鍵酸 ナシ   
（3）71く素イオン濃度（P．H．）6β6（ガラス電極）   

（4）此  重（摂氏15変における）1・0002   
（5j 蒸発環溜物1001．0王ng／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本7klキログラム中紅含有する分量）  

通 計   992．87ミリグラム  

合 計 1198．53ミリグラム  
総 計 1243．83ミリグラム  

H；SiO3  205．66ミリグラム  

CO3  45．30ミリグラム  

其の他 N臨・，、Fe… 痕跡  

伍 泉  質  
弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

皿 適応症及び禁忌症  
悸性筋肉リウマチ、殊に脛痺、神経痛殊に坐骨神経  慢性関節リウマチ  浴用の適応症  痛、神経炎、創険、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病  

、鰭脾状態（結核及び悪性舶等）、  
浴用の禁忌症 

ムい司爪憶「七J、亡 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃腸7tニナ、弛緩性便秘（冷却して飲  
飲憎の適応症 篇芳賀  、  

肥肝症、腺病質  

胃潰瘍又は圭二指腸潰瘍、腎臓炎、ネフローゼ、その他了  
飲用の禁忌症  

j  

般紅腎臓性浮腰、一般に  
吸入 療一法 嘩性気管支カタル、咽喉  

（適応症）  

大分県南生研究所技師 後  藤  秀   人  
同  義  成  

溝  口  昇  

大分県衛生研究所  

‥・66叫   

分析者  

昭和30年12月4自  



衛研温帯8号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 山 光 泉  

ゆう出地 別府市大字別府字北町上1925番地  

申請者琵箸別府市北町1925細             山   

崎  光  蔵  
Ⅰ ゆう出袖における調査及び試験成績（昭和31年1月20日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 30立（動力 ナシ）   
（2）泉  温 摂氏 59．5度（調査時に於ける気温 摂氏12．5度）  

t3）性  状 彼に収愈R味を有し臭気殆んどなし   

（4）水素イオソ濃度（P．H．）6．6（此色法）  

Ⅰ 試験宝における試験成績（昭和31年2月1日）   

（1）性  状 殆んど無味 無臭   

（2）遊 離 鉱 酸 ナシ   
（3）水素イオン濃度（P．H．）6．4（ガラス電極）   

（4）比  重（摂氏15定忙おける）1．0001   

（5）蒸発成増物 924．8mg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（S）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

HヨSiO3  77．41ミリグラム  

CO苫  350．25ミリグラム  

其の他 HAsO免 疫跡  

Ⅱ 泉  質  

単純温泉（緩和性低張高温泉）  

珪 適応症及び禁忌症  
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慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等  
の運動器障害、外傷性傷害の後療法、疲螢回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症  
急性皮膚病、悪性脛瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症   

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師 固  着  成  

浜  口  昇  

昭和30年3月20日  大分県衛生衛究所  

…67・‥   



衛研温9号  温 泉 分 析 書  

汝 泉 名 芳川温泉  
ゆう出地 直入郡直入町大字長湯3094番地  

直入郡直入町手長3223番地 
帽者 

泉  
Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年12月20日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分370立（動力 ナシ）   

（2）泉  温 摂氏44．0虔（調査時における気温 摂氏10．5度）   

（3）性  状 無色澄明、弱炭酸味、弱牧欽味を有し殆んど無臭   
（4）水素イオン濃度（P．H．）6．8（比色法）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成絵（昭和31年2月1日）   

（1）性  状 無色澄明、弱炭酸味、弱牧飲味を有し殆んど無臭   
（2）遊 離 鉱 酸 ナ シ  
t3）水素イオン濃度（P．H．）6，9（ガラス電極）   

（4）比  重（摂氏15直における）1．0024   
㈲ 蒸発残溜物 3271．8mg／1（g  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本水中1キログラム中に含有する分量）  

H2SiO3  73．70ミリグラム  
CO2  624．46ミリグラム  

通 計 4061．38ミリグラム  
合 計 4135．08ミリグラム  
総 計 4759．54ミリグラム  

其の他  
現 泉  質  

重湯酸土類泉（経和性任張高温泉）  
Ⅲ 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチス、慢性筋肉リウマチ、痛風、慢性皮膚病殊紅慢性湿   
浴用の適応症 疹、鱗層疹痔疹、無力佐渡瘍、アレルギー性疾患殊にアレルギー性皮膚炎  

神経麻痺  
すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、焼件状態（結核及び悪性脛瘍等）、   

浴用の禁忌症 高度の心臓病及び病勢進行中の疾患等については温泉の利用は原則とし         て禁忌すること        I  

痛風、尿酸素質、尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性虜胱カタル、慢性胃カタ   
飲用の適応症 ル殊に胃酸過多を伴うもの、慢性腸カタノレ、慢性■F痢、拘倭病、アレル  

ギー性疾患   
飲局の禁忌症 痙攣性体質殊にテクニー、慢性気管支カタル  

分析者  大分凰狩生研究所技師 後  藤 秀  人  
浜  口  昇  

昭和31年3月20日  大分県衛生研究所  
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衛研温帯10号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 久 香 泉  

ゆう出地 別府市照披園2009番地  

申請者琵誓九州電気工寄株式会社別府保養所             後  
藤  済  基  

i ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年1月23日）   
出 違 毎分18立（動力 ナシ）  

温 摂氏97．5直（調査時における気温 摂氏12．0度）  

状 無色透明 孝故に塩味を有し殆んど無臭  

オン濃度（P．‡‡．） 7．7（比色）  

ける試験成績（昭和31年1月30日）  

状 無色透明 棲匿塩味 殆んど無臭   
鉱 酸 ナシ  

（1）ゆ う   

（21泉   

（3）性   

（4）水素イ  

‡ 試験室に於   

（1）性   

（21遊 離  

（3）7k素イオン濃度（P月．）7．70（ガラス電極）  

（4）比  質（摂氏15度における）1．0002  
（5）蒸発残溜物2346・4mg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H2SiO3 105．50ミリグラム  通 計  2108，57ミリグラム  
合 計  ミリグラム  

総 計  2214，07ミリグラム  

塩 見  質  
弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

（厚生省に照会中ノ  

昭和 年 月 日  大分県待生研究所  
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温 泉 分 析 書  衛研温帯11号  

源 泉 名 枝枕温泉  
ゆう出地 直入郡直入町大字長湯芋横枕2437番地  

申請者琵誓臥郡直入町大字長湯423番地              甲  斐  千   

秋  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和30年12月21日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 100立（動力 ナシ）   
（2）泉  温 摂氏 37・0度（調査時における気温 摂氏9・0度）   

（3）性  状 無色透明 徽与茨酸味、吸飲昧を有し殆んど無臭   

（4）フk素イオン濃変（P■H・）6・8（比色法）  

丑 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月1日）   

（1）性  状 無色透明 後に茨酸味、吸飲昧を有し殆んど無臭   

（2）遊 離 鉱 酸 ナシ   
（3）フk素イオン濃度（P．H．）6・6（ガラス電極）   

（4）比  重（摂氏15度における）1・0018   

（5）蒸発残摺物 2890．Omg／kg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

匝）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

通 計  3717．97ミリグ  HヨSiO3  67．00ミリグラム  
CO2  908．45ミリグラム  

ム
 
 

′
フ
 
 

合 計  3784．97ミリグラム  
総 計  4693．42ミリグラム  

環 泉  質  
重安酸土類泉（緩和性低張温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  
慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、慢性皮膚病殊に慢性湿疹、   

飲用の適応症 鱗層疹繹疹、無力性潰瘍、アレルギー性疾患、殊にアレルギー性皮膚炎、  
紳経麻痺  
すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、蟻悸状態（結核及び悪性腫瘍等）、   

飲用の禁忌症 高等の心臓病及び病勢進行中の疾患等につレーて温泉の利用ほ原則として  
禁止する  
痛風、廃酸素質、尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性膀胱カタル、殊に胃酸過   

浴用の適用症 多を伴うもの、慢性腸カタル、慢性下痢、伺倭病、アレルギー性疾患、  
垣攣性体質殊にテクニr、慢性気管支カタノL   

浴用の禁忌症  
分析者  大分県衛生研究所技師 後  藤  秀  人  

講・口  昇  

昭和30年9月26日  大分馬′衛生研究所  
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温 泉 分 析 書  衛研温帯12号  

漁 泉 名 つるみ泉  

ゆう出地 別府市大字別府字北町上1912番地ノ1番地  
地方職員共済組合別符捉萎所  

帽者  綿  貫  敏  行  

Ⅰ ゆう出地紅おける調査及び試験成蹟（昭和31年1月20日）   

（1）ゆ う 出 量 毎分 72立（動力 ナシ）   
（2）泉  温 摂氏63．0虔（調査時における気温 摂氏12・5度）   

（3）性  状 稜に放欽味殆んど無臭   

（4）水素イオン濃度（P．H．）6．2（比色法）  

Ⅱ 試験室に於ける試験成績（昭和31年2月1日）   

（1）性  状 褐色の沈子査少量殆んど無味無臭   
（21遊 離 鉱 酸 ナシ   
（3）水素イオン濃度（P．H．）6．45（ガラス電極）   

（4）比  重（摂氏15度における）1■0001   

（5）蒸発残摺物 922．4mgノkg  （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H2SiO3  74．82ミリグラム  

CO苫  277．16ミリグラム  

其の他 HAsOj 痕跡  

五 泉  質  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

通 計 1084．33ミリグラム  

合 計 1159．15ミリグラム  

総 計 1436．31ミリグラム  

慢性関節リウマチ、 慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等  
の運動器障害、外傷性障害の後療法、疲螢回復  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症 
、型の神経症  

巌  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  
令析老  犬分県衛生研究所技師 同  義   成  

溝  口  昇  
昭和31年3月20日  大分県緒生研究所  
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